
文在寅氏
第
１９
代
韓
国
大
統
領
選
挙

で
「
共
に
民
主
党
」
の
文
在

寅
候
補
が
当
選
し
た
こ
と
を

受
け
、
民
団
中
央
本
部
の
呉

公
太
団
長
は
１０
日
、
次
の
よ

う
な
歓
迎
談
話
を
発
表
し

た
。

◇

在
日
本
大
韓
民
国
民
団

は
、
す
べ
て
の
在
日
韓
国
人

を
代
表
し
て
、
第
１９
代
韓
国

大
統
領
に
「
共
に
民
主
党
」

の
文
在
寅
候
補
が
選
出
さ
れ

た
こ
と
を
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

私
た
ち
は
今
回
の
選
挙
に

一
票
を
投
じ
た
在
外
国
民
の

一
人
と
し
て
、
文
在
寅
新
大

統
領
に
は
、
ま
ず
朴
槿
恵
前

大
統
領
の
弾
劾
、
罷
免
と
い

う
政
局
不
安
で
内
外
国
民
が

疲
弊
し
、
分
裂
し
た
国
論
を

一
日
も
早
く
収
束
し
、
一
致

団
結
し
て
韓
国
再
生
に
舵
を

切
る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の

で
す
。

朴
前
大
統
領
の
罷
免
か
ら

６０
日
と
い
う
短
い
期
間
で
、

こ
の
た
び
の
大
統
領
選
挙
が

高
い
投
票
率
で
無
事
に
終
わ

っ
た
こ
と
は
、
韓
国
を
立
て

直
そ
う
と
い
う
内
外
国
民
の

関
心
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ

と
の
表
れ
で
あ
り
、
大
き
な

混
乱
も
な
か
っ
た
こ
と
は
、

韓
国
の
民
主
主
義
の
成
熟
度

を
世
界
に
示
し
た
も
の
で
し

た
。
実
に
誇
ら
し
く
思
い
ま

す
。文

在
寅
新
大
統
領
は
、
こ

の
間
、
大
統
領
不
在
で
停
滞

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
国
政
再

建
か
ら
着
手
し
、
失
墜
し
た

韓
国
の
国
際
的
信
頼
度
を
も

う
一
度
取
り
戻
す
指
導
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
求
め
ま
す
。

ま
た
、
北
韓
の
核
開
発
や

ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
韓

半
島
の
緊
張
状
態
や
、
不
測

の
事
態
も
喧
伝
さ
れ
て
い
る

北
韓
と
米
国
の
一
触
即
発
の

状
態
を
払
拭
し
、
強
力
な
安

保
と
米
・
日
と
の
同
盟
強
化

で
北
韓
の
核
問
題
解
決
と
平

和
統
一
へ
の
前
進
に
全
力
を

尽
く
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。隣

国
日
本
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
友
好
関
係
の
一
層

の
改
善
に
努
め
て
ほ
し
い
と

強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
韓
国
民
団
は
、
未

来
志
向
的
な
観
点
か
ら
韓
日

関
係
の
発
展
に
尽
く
し
て
き

た
と
自
負
す
る
も
の
で
す
。

今
後
と
も
、
文
在
寅
新
大
統

領
が
指
導
す
る
祖
国
大
韓
民

国
と
居
住
国
日
本
と
の
懸
け

橋
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た

す
こ
と
を
改
め
て
表
明
い
た

し
ま
す
。

２
０
１
７
年
５
月
１０
日

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
中
央

本
部
団
長

呉
公
太

９
日
に
投
票
さ
れ
た
第
１９
代
韓
国
大
統
領
選
挙
は
、
同
日
午
後
８
時
か
ら
開
票
し
、
１０
日
未
明
に
進
歩
（
革
新
）
系

最
大
野
党
「
共
に
民
主
党
」
の
文
在
寅
候
補
（
前
代
表
）
が
、
中
道
系
「
国
民
の
党
」
の
安
哲
秀
候
補
（
元
代
表
）
、

保
守
系
旧
与
党
「
自
由
韓
国
党
」
の
洪
準
杓
候
補
（
慶
尚
南
道
知
事
）
ら
を
制
し
、
有
権
者
３
２
６
７
万
２
０
１
０
人

の
投
票
の
う
ち
、
１
３
４
２
万
３
８
０
０
票
、
得
票
率
４１
・
０８
％
を
獲
得
し
て
当
選
し
た
。
文
候
補
は
前
回
の
第
１８
代

選
挙
に
続
き
、
二
度
目
の
挑
戦
で
初
当
選
し
た
。
選
挙
戦
開
始
当
初
は
、
文
候
補
と
安
候
補
に
よ
る
二
人
の
接
戦
と
見

ら
れ
た
が
、
数
回
の
候
補
者
テ
レ
ビ
討
論
な
ど
を
通
じ
て
、
文
候
補
の
支
持
率
は
ト
ッ
プ
を
維
持
し
続
け
た
も
の
の
、

追
い
上
げ
て
い
た
安
候
補
の
支
持
率
が
急
速
に
低
下
。
そ
の
結
果
、
２
位
の
洪
候
補
と
は
５
５
７
万
票
の
大
差
を
つ
け

て
勝
利
し
た
。
中
央
選
挙
管
理
委
員
会
は
１０
日
午
前
８
時
、
文
候
補
の
当
選
を
議
決
す
る
全
体
会
議
を
開
き
、
可
決
後

に
直
ち
に
大
統
領
の
任
期
が
始
ま
っ
た
。

（
２
・
５
面
に
関
連
記
事
）

開
票
終
了
は
１０
日
午
前
６

～
７
時
に
な
る
見
通
し
で
、

中
央
選
挙
管
理
委
員
会
は
開

票
率
が
７０
～
８０
％
に
な
る
１０

日
午
前
２
～
３
時
頃
に
大
勢

が
判
明
す
る
と
み
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
Ｍ
Ｂ

Ｃ
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
３
大
テ
レ
ビ

放
送
局
は
９
日
午
後
８
時
の

投
票
終
了
後
、
合
同
出
口
調

査
の
結
果
を
報
道
し
た
。
文

候
補
に
投
票
し
た
と
答
え
た

人
は
４１
・
４
％
で
、
２
位
の

洪
候
補
を
１８
・
１
ポ
イ
ン
ト

差
を
つ
け
、
３
位
の
安
候
補

は
２１
・
８
％
だ
っ
た
。

文
候
補
は
、
こ
の
結
果
を

受
け
た
時
点
で
、
当
選
を
確

信
し
、
同
８
時
半
過
ぎ
、「
予

想
通
り
、
出
口
調
査
で
圧
倒

的
勝
利
を
収
め
た
。
き
ょ
う

の
勝
利
は
国
民
と
選
挙
対
策

委
員
会
の
お
か
げ
だ
」
と
感

謝
を
述
べ
た
上
で
、
「
次
期

政
権
は
『
文
在
寅
政
権
』
で

は
な
く
、
『
共
に
民
主
党
の

政
権
』
と
し
、
国
民
が
求
め

る
改
革
と
統
合
の
二
つ
の
課

題
を
解
決
す
る
」
と
強
調
し

た
。
こ
の
結
果
、
「
共
に
民

主
党
」
は
約
９
年
３
カ
月
ぶ

り
の
政
権
交
代
に
成
功
し
、

革
新
政
権
の
与
党
と
な
っ

た
。文

候
補
は
、
午
後
１１
時
５０

分
頃
に
は
ソ
ウ
ル
の
光
化
門

広
場
で
国
民
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
し
、
「
新
し

い
韓
国
の
た
め
、
未
来
に
向

か
っ
て
共
に
前
進
す
る
」「
私

を
支
持
し
な
か
っ
た
国
民
に

も
仕
え
、
統
合
大
統
領
に
な

る
」
と
勝
利
宣
言
を
し
た
。

開
票
結
果
は
、
文
候
補
が

１
３
４
２
万
３
８
０
０
票

（
得
票
率
４１
・
０８
％
）
だ
っ

た
。
地
域
別
得
票
率
は
全
羅

北
道
が
６４
・
８４
％
で
最
も
高

く
、
ソ
ウ
ル
で
は
４２
・
３４
％

と
な
っ
た
。

今
回
の
選
挙
は
朴
槿
恵
前

大
統
領
の
罷
免
に
伴
う
補
選

に
当
た
る
た
め
、
公
職
選
挙

法
に
基
づ
き
、
通
常
の
大
統

領
選
よ
り
２
時
間
伸
ば
し
て

午
後
８
時
ま
で
投
票
が
行
わ

れ
た
。
中
央
選
挙
管
理
委
員

会
は
開
票
時
、
最
終
投
票
率

を
７７
・
２
％
（
暫
定
）
と
発

表
し
た
。

前
回
の
大
統
領
選
の
投
票

率
は
７５
・
８
％
だ
っ
た
。
有

権
者
４
２
４
７
万
９
７
１
０

人
の
う
ち
３
２
３
０
万
８
３

７
７
人
が
投
票
し
た
。
そ
の

う
ち
大
統
領
選
で
今
回
初
め

て
導
入
さ
れ
た
期
日
前
投
票

（
４
、
５
日
）
の
約
１
１
０

７
万
人
と
在
日
韓
国
人
な
ど

の
在
外
投
票
数
が
約
２２
万
人

だ
っ
た
。

大
統
領
選
を
前
に
３
日
に

公
表
さ
れ
た
最
後
の
支
持
率

調
査
結
果
で
は
、
文
候
補
が

他
候
補
を
引
き
離
し
て
首
位

を
走
り
、
安
候
補
と
洪
候
補

が
接
戦
し
な
が
ら
文
候
補
を

追
う
様
相
と
な
っ
て
い
た
。

４０
代
以
下
で
不
動
の
１
位

だ
っ
た
文
候
補
は
、
５０
代
の

支
持
率
も
順
調
に
引
き
上

げ
、
６０
代
以
上
を
除
く
全
年

齢
層
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い

た
。
一
方
の
安
候
補
は
、
保

守
層
か
ら
の
支
持
率
が
低
下

し
た
ば
か
り
か
、
年
齢
別
で

も
５０
代
か
ら
の
支
持
が
急
落

し
て
い
た
。

李
洛
淵
氏
を

総
理
に
内
定

文
在
寅
大
統
領
は
１０
日

昼
、
国
会
本
会
議
場
前
の
中

央
ホ
ー
ル
で
就
任
の
宣
誓
を

行
い
、
任
期
５
年
の
第
１９
代

大
統
領
に
公
式
に
就
任
し

た
。
新
政
権
の
初
代
国
務
総

理
候
補
に
李
洛
淵
全
羅
南
道

知
事
（
６４
）
を
内
定
し
た
。

李
氏
は
「
共
に
民
主
党
」

の
支
持
基
盤
の
全
羅
道
出

身
。東
亜
日
報
の
元
記
者
で
、

２
０
０
０
年
に
国
会
議
員
に

初
当
選
。
４
期
を
務
め
た
。

０８
～
１２
年
に
は
韓
日
議
員
連

盟
の
副
会
長
兼
幹
事
長
、
１２

年
に
首
席
副
会
長
を
務
め

た
。文

大
統
領
は
ま
た
、
韓
国

軍
の
李
淳
鎮
合
同
参
謀
本
部

議
長
と
最
初
に
電
話
会
談

し
、
軍
統
帥
権
者
と
し
て
安

保
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を

示
し
た
。

就任宣誓を行う文在寅大統領（１０日）

障害３世が母国デビュー
日本国内のアーチェリー大会で活躍する在日

３世の重度障害者、李愚公さんが、２０年の東京
パラリンピック出場を夢見て、韓国の大会に初

出場する。 （４面）

ボウリングと
ＢＢＱで交流
在日大韓ボウリング協会な

どが主催し、３５人の同胞小・
中学生がオリニフェスティバ
ルに参加した。ボウリングを
楽しんだ後、民団東京・荒川

支部でバーベキューを楽しんだ。 （５面）

４
月
３０
日
に
締
め
切
っ
た

在
外
選
挙
の
投
票
数
、
投
票

率
の
結
果
が
出
た
。
中
央
選

挙
管
理
委
員
会
の
発
表
に
よ

る
と
、
在
外
有
権
者
数
２９
万

４
６
３
３
人
中
、
歴
代
最
多

の
２２
万
１
９
８
１
人
が
投
票

し
、
投
票
率
は
７５
・
３
％
だ

っ
た
。
前
回
の
第
１８
代
大
統

領
選
挙
の
投
票
数
１５
万
８
２

２
５
人
よ
り
も
６
万
３
７
５

６
人
（
４０
・
３
％
）
増
加
し

た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
日
本
地
域
は
前

回
の
第
１８
代
大
統
領
選
挙
が

３
万
７
３
４
２
人
の
登
録
・

申
請
中
、
投
票
者
が
２
万
５

３
１
２
人
で
投
票
率
６７
・
８

％
。
今
回
は
３
万
８
０
０
９

人
と
登
録
・
申
請
数
が
増
え

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票

者
は
２
万
１
３
８
４
人
、
投

票
率
は
５６
・
３
％
と
減
少
し

た
。そ

の
一
方
で
、
在
米
韓
国

人
は
４
万
８
４
８
７
人
で
７１

・
１
％（
前
回
は
７１
・
６
％
）

と
現
状
維
持
、
在
中
韓
国
人

は
３
万
５
３
５
２
人
で
８０
・

５
％
（
同
６８
・
２
％
）
と
大

幅
に
投
票
率
を
伸
ば
し
た
。

１

在
日
韓
国
人
の
投
票
率

減
少
の
原
因
は
何
か
２

今
後

の
大
統
領
選
で
在
日
票
を
伸

ば
す
対
策
は
何
か
３

新
大
統

領
は
在
日
を
含
む
海
外
国
民

政
策
を
ど
う
推
進
す
べ
き

か
、
有
識
者
に
聞
い
た
。

大
統
領
選
挙
の
在
外
投
票
受
付
を
す
る
有
権
者
（
東
京
）

韓
国
系
学
校
の

設
立
に
支
援
を

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
・

朴
一
教
授

在
日
韓
国
人
の

投
票
率
が
減
少
し
た
大
き
な

理
由
は
、
や
は
り
慰
安
婦
問

題
に
関
す
る
日
韓
の
ね
じ
れ

が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
、
当

選
が
予
想
さ
れ
る
二
人
の
候

補
の
ど
ち
ら
が
当
選
し
て
も

慰
安
婦
問
題
に
決
着
を
つ
け

る
と
す
る
日
韓
合
意
を
見
直

す
と
表
明
し
て
お
り
、
も
し

そ
う
な
れ
ば
朴
政
権
期
以
上

に
日
韓
関
係
が
暗
転
し
た

り
、
迷
走
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
在
日
に
対
す
る
風
あ
た

り
も
強
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
た
懸
念
が
投
票

率
に
反
映
し
て
い
る
と
思

う
。在
日
票
を
伸
ば
す
に
は
、

韓
国
の
大
統
領
自
身
あ
る
い

は
ブ
レ
ー
ン
に
よ
る
日
本
で

の
政
策
説
明
会
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

海
外
国
民
政
策
で
は
、
日

本
に
お
け
る
韓
国
系
の
民
族

学
校
、
と
り
わ
け
幼
少
期
の

民
族
教
育
を
徹
底
し
た
韓
国

系
の
小
学
校
の
設
立
を
支
援

す
る
政
策
を
具
体
化
す
れ

ば
、
将
来
の
有
為
な
人
材
形

成
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
ま

た
、
韓
国
の
公
的
機
関
へ
の

在
日
の
人
材
登
用
策
も
具
体

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

北
韓
の
労
働
党
機
関
紙
、

労
働
新
聞
は
韓
国
大
統
領
選

当
日
の
９
日
、
論
説
で
「
保

守
一
味
を
し
っ
か
り
清
算
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
新
た
な
政

治
、
新
た
な
生
活
、
新
た
な

世
の
中
を
引
き
寄
せ
る
た
め

の
近
道
だ
」
と
主
張
し
た
。

朴
槿
恵
前
大
統
領
の
政
権

を
厳
し
く
非
難
し
な
が
ら

「
古
く
腐
敗
し
た
勢
力
の
滅

亡
は
必
然
」
と
し
た
上
で
、

「
南
朝
鮮
の
人
民
は
朴
槿
恵

逆
徒
を
懲
罰
し
た
そ
の
気
勢

で
、
今
回
の
『
大
統
領
』
選

挙
で
、
逆
徒
の
共
犯
者
で
あ

り
歴
史
の
反
動
で
あ
る
傀
儡

保
守
一
味
を
必
ず
審
判
し
、

自
分
た
ち
の
恨
み
を
晴
ら
し

て
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
お
っ
た
。

北
韓
は
こ
れ
ま
で
も
公
式

メ
デ
ィ
ア
や
対
外
宣
伝
用
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
、
韓
国
の
保

守
政
党
を
批
判
し
、
南
北
関

係
の
改
善
の
必
要
性
を
主
張

す
る
な
ど
、
た
び
た
び
韓
国

大
統
領
選
へ
の
介
入
を
図
っ

て
き
た
。

韓
国
大
統
領
選
に
介
入

北
韓
が
保
守
派
を
批
判

在
外
選
挙
７５
・
３
％
に
増

投
票
率

在
日
は
減
少
の
５６
・
３
％

韓
国
国
会
で
就
任
宣
誓

２
度
目
の
挑
戦

４１
・
０８
％
得
票

一
致
団
結
し
国
の
再
生
を

呉公太民団
中央団長 歓迎の談話

統合大統領になる
第１９代選挙
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大統領選

◆キム・ハヌル ２週連続優勝

茨城ゴルフ倶楽部で

行われた日本女子ゴル

フのワールドレディー

ス・サロンパス杯で、

キム・ハヌルが７日の

最終ラウンドを終え通

算９アンダーで優勝し

た。優勝賞金２４００万円

と３年間のシード権を

見事に獲得した。前週

に行われたサイバーエ

ージェントレディースから２週連続

の優勝となる。日本ツアーで２週連

続優勝を果たしたのは、一昨年９月

のイ・ボミ以来。

◆通信使の記録書物 韓国で翻訳出版

釜山市にある韓国国立海洋博物館

が朝鮮王朝時代に日本に派遣された

「朝鮮通信使」に関する書物「津島

日記」を翻訳出版する。同博物館は

２４日、出版に向け日記を所蔵する佐

賀県多久市と協定を結んだ。「津島

日記」は１８１１年に対馬に渡った最後

の通信使一行を江戸後期の儒学者、

草場珮川が絵とともに詳細に記録し

たもの。

◆公州市高校生 日本の遺跡探訪へ

忠清南道公州

市は２日、百済

文化の影響を受

けた日本文化に

接する機会とし

て、市内の高校

生を対象に歴史

探訪プログラム

を実施すると発

表した。大阪、

京都、奈良の史

跡などを巡る３

泊４日の日程で行われ、参加費の一

部を市が支援する。今月から１１月に

かけて、市内の高校７校の生徒９２６人

と教師６６人が参加する。

◆日本のアニメ映画 関心高まる

今年の初めに日本映画「君の名

は。」が韓国で大ヒットしてから、

日本のアニメーション映画への関心

が高まっている。２５日からは巨匠宮

崎駿が１９７９年に制作した「ルパン三

世 カリオストロの城」が初めて国

内で上映される。デジタルリマスタ

ー版なので画質も今のものと比べて

も見劣りしない。

◆韓国人 好みの映画はアクション

映画振興委員会が先月２２日に発表

した調査によると、年間で観賞され

た映画のジャンルの内、最も多かっ

たのは２６．２％でアクションだった。

次いでＳＦ・ファンタジー１９．７％、

ドラマ１１．６％だった。国籍ランキン

グでは韓国映画が５３．４％でトップ、

次点で米国映画が３１．８％だった。

◆ソウル市 タクシーに最優秀認証マーク

ソウル

市は先月

２５日、接

客態度な

どで優れ

た評価を

受けたタ

クシーの

内、上位

１０％の車両に「最優秀認証マーク」

を付けたことを明らかにした。１度

認証を受けても、違反行為が発覚す

ると即取り消しになるなど、審査は

厳しい。認証の制度を施行して以降、

運転手がより丁寧なサービスを提供

するようになったとのアンケート結

果が出ている。

◆韓国産食品 ハラル市場で好調

イスラム法の飲食に関する規定で

あるハラルの認証をうけた韓国食品

が好調だ。韓国の食品業界全体が今、

新たな市場としてイスラム教徒の多

い東南アジアや中東に注目している

ためだ。三養食品が輸出した激辛イ

ンスタント麺「プルタッポックンミ

ョン」はインドネシアで大ヒットし

た。他の企業も様々な食品のハラル

認証を受け、市場に参入している。

金
井
学
園
は
秀
林
外
語
専

門
学
校
と
秀
林
日
本
語
学
校

の
２
つ
の
学
校
を
運
営
す
る

専
門
の
学
校
法
人
。

秀
林
外
語
専
門
学
校
（
江

東
区
大
島
）
は
ア
ジ
ア
の
諸

言
語
に
特
化
し
た
学
校
。
日

本
で
韓
日
と
中
日
、
越
日
の

３
つ
の
通
訳
・
翻
訳
コ
ー
ス

を
置
い
た
の
は
同
校
が
初
め

て
だ
。
生
徒
数
３
７
０
人
。

卒
業
生
は
韓
国
語
、中
国
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
を
必
要
と
す
る

企
業
に
進
む
。
一
方
、
秀
林

日
本
語
学
校（
墨
田
区
両
国
）

は
２
０
０
１
年
に
開
校
し
、

現
在
は
４
０
０
人
が
学
ぶ
。

秀
林
外
語
専
門
学
校
が
開

校
し
た
の
は
８８
年
４
月
。
韓

国
中
央
大
学
校
の
理
事
長
だ

っ
た
金

秀
氏
が
理
事
長
を

兼
任
し
た
。
だ
が
、
開
校
か

ら
間
も
な
く
、
バ
ブ
ル
崩
壊

で
経
営
に
行
き
詰
ま
る
。
当

時
、
金
氏
は
東
京
の
銀
座
を

は
じ
め
と
す
る
一
等
地
で
貸

し
ビ
ル
業
を
営
み
、
そ
の
収

益
を
中
央
大
学
校
で
の
教
育

事
業
に
注
い
で
い
た
。
す
べ

て
の
資
産
は
銀
行
管
理
下
に

置
か
れ
、
金
氏
は
金
井
学
園

に
資
金
を
提
供
で
き
な
く
な

り
、
学
校
は
廃
校
の
危
機
に

陥
っ
た
。

朝
鮮
族
同
胞
ら

誘
致
に
成
功

「
沈
没
す
る
船
」
か
ら
逃

げ
る
よ
う
に
金
氏
の
も
と
か

ら
次
々
に
人
材
が
離
れ
て
い

っ
た
。
そ
れ
で
も
申
さ
ん
だ

け
は
逃
げ
な
か
っ
た
。
中
国

吉
林
省
に
出
向
き
、
関
係
者

と
バ
イ
チ
ュ
ウ
（
白
酒
）
を

飲
み
つ
ぶ
れ
る
ま
で
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
必
死
の
思
い
で

親
し
く
な
り
、
朝
鮮
族
同
胞

を
誘
致
す
る
の
に
成
功
し

た
。
さ
ら
に
福
建
省
、
ベ
ト

ナ
ム
に
も
足
を
運
ん
だ
。
学

生
数
の
回
復
に
金
氏
は
驚

き
、
思
わ
ず
「
奇
跡
だ
」
と

叫
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
勢
い

で
０１
年
に
は
秀
林
日
本
語
学

校
（
墨
田
区
両
国
）
が
開
校

し
た
。

申
さ
ん
は
８３
年
度
に
全
羅

南
道
か
ら
日
本
に
留
学
。
こ

の
年
の
１１
月
、
韓
国
人
留
学

生
連
合
会
の
役
員
と
し
て
２

人
で
金
氏
の
経
営
す
る
銀
座

第
１
ビ
ル
を
訪
ね
た
の
が
運

命
的
な
出
会
い
と
な
っ
た
。

金
氏
は
そ
の
場
で
「
君
た
ち

は
わ
が
民
族
の
将
来
の
宝

物
」
と
激
励
し
、
「
教
育
事

業
に
役
立
て
て
く
れ
」
と
１

０
０
万
円
を
カ
ン
パ
し
た
。

申
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
、
「
在
日
の
大
企
業
家
だ

し
、
さ
ぞ
や
す
ご
い
生
活
を

し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
な
い
。
び
っ
く
り
す

る
く
ら
い
質
素
な
暮
ら
し
ぶ

り
。
ど
こ
に
も
い
る
隣
り
の

お
じ
ち
ゃ
ん
と
し
か
思
え
な

か
っ
た
」と
述
懐
し
て
い
る
。

申
さ
ん
は
金
氏
に
「
一
目
惚

れ
」
し
て
金
氏
の
も
と
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
。

あ
る
と
き
、
金
氏
は
申
さ

ん
に
銀
座
ま
で
の
通
勤
経
路

を
聞
い
て
き
た
。
「
何
線
で

来
た
の
？
」
。
申
さ
ん
の
住

む
西
大
島
か
ら
は
当
時
の
国

鉄
で
１
２
０
円
。
し
か
し
、

都
営
新
宿
線
と
丸
ノ
内
線
を

乗
り
継
ぐ
と
早
く
着
く
が
１

５
０
～
１
６
０
円
と
わ
ず
か

な
が
ら
高
い
。申
氏
は
当
初
、

「
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
ぶ
か
し

ん
だ
。
こ
れ
は
勤
勉
、
節
約

を
旨
と
す
る
金
氏
が
申
さ
ん

に
課
し
た「
厳
し
い
テ
ス
ト
」

だ
と
気
付
い
た
の
は
し
ば
ら

く
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ

た
。義

理
と
忠
誠
を

信
条
に
尽
力

申
さ
ん
の
信
条
は「
義
理
」

と
「
忠
誠
」
。
薄
給
で
生
活

が
苦
し
く
と
も
弱
音
を
吐
か

な
か
っ
た
。
９９
年
か
ら
国
士

舘
大
学
で
１
コ
マ
８
０
０
０

円
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤

務
し
な
が
ら
食
い
つ
な
い

だ
。専
門
は
日
本
政
治
史
で
、

０２
年
か
ら
助
教
授
、
現
在
は

教
授
を
務
め
て
い
る
。
金
氏

は
申
さ
ん
を
後
継
者
に
し
よ

う
と
決
め
る
。
申
さ
ん
が
金

井
学
園
の
理
事
長
に
就
任
し

た
の
は
０５
年
４
月
１
日
の
こ

と
だ
っ
た
。

金
氏
は
０８
年
に
韓
国
中
央

大
学
校
を
斗
山
グ
ル
ー
プ
に

手
放
し
、
失
意
の
う
ち
に
１２

年
、
亡
く
な
っ
た
。
申
さ
ん

は
金
氏
に
つ
い
て
「
私
の
青

春
そ
の
も
の
だ
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
金

氏
の
遺
志
を
継
い
で
い
く
。

今
年
１
月
に
５
周
忌
を
迎

え
、
秀
林
日
本
語
学
校
の
敷

地
内
に
建
つ
金
氏
の
顕
彰
碑

の
前
で
そ
う
固
く
誓
っ
た
と

い
う
。

破
綻
寸
前
だ
っ
た
韓
国
中
央
大
学
校
の
理
事
長
に
就

任
す
る
や
私
財
１
０
０
０
億

以
上
を
投
じ
て
経
営
を

立
て
直
し
、
韓
国
有
数
の
私
立
大
学
に
成
長
さ
せ
た
故

金

秀
氏
（
元
民
団
中
央
本
部
顧
問
）
。
金
氏
の
遺
産

と
な
っ
た
東
京
の
学
校
法
人
金
井
学
園
を
受
け
継
ぎ
、

理
事
長
兼
校
長
と
し
て
経
営
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
申
景
浩
さ
ん
（
５４
）
だ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
は
廃

校
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
い
ま
は
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
金
氏
の
遺
志
は
着
実
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

文
在
寅
大
統
領
は
１０
日
正

午
、
ソ
ウ
ル
汝
矣
島
に
あ
る

国
会
本
会
議
場
前
の
中
央
ホ

ー
ル
で
就
任
の
宣
誓
を
行

い
、
任
期
５
年
の
第
１９
代
大

統
領
に
公
式
に
就
任
し
た
。

こ
の
後
、文
大
統
領
は「
国

民
に
さ
さ
げ
る
言
葉
」
と
題

す
る
就
任
演
説
で
「
今
私
の

頭
は
、
統
合
と
共
存
の
新
し

い
世
界
を
切
り
開
い
て
い
く

青
写
真
で
い
っ
ぱ
い
だ
」
と

し
、
「
謙
虚
な
心
を
忘
れ
ず

に
、
す
べ
て
の
国
民
の
大
統

領
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

演
説
は
「
国
民
の
皆
さ
ん

の
偉
大
な
選
択
に
頭
を
下
げ

て
深
く
感
謝
す
る
」
と
の
第

一
声
か
ら
始
ま
っ
た
。

文
大
統
領
は
「
今
、
私
の

両
肩
に
は
国
民
の
皆
さ
ん
か

ら
与
え
ら
れ
た
重
大
な
使
命

感
が
重
く
の
し
か
か
り
、
私

の
胸
は
今
、
国
を
作
る
と
い

う
情
熱
で
熱
く
な
っ
て
い

る
」
と
表
明
。

ま
た
他
の
候
補
に
対
し
て

は
、
「
今
回
の
選
挙
は
勝
者

も
敗
者
も
な
い
。
私
た
ち
は

新
し
い
大
韓
民
国
を
共
に
導

い
て
い
く
同
伴
者
」
と
し
な

が
ら
、
「
激
し
か
っ
た
選
挙

戦
を
終
え
た
こ
れ
か
ら
は
、

一
緒
に
手
を
取
り
合
っ
て
前

進
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

文
大
統
領
は
「
今
日
か
ら

国
民
み
ん
な
の
大
統
領
に
な

る
」
と
し
、
「
私
を
支
持
し

て
い
な
か
っ
た
方
も
わ
が
国

民
で
あ
り
、
私
の
国
民
と
し

て
仕
え
た
い
」と
し
な
が
ら
、

「
２
０
１
７
年
５
月
１０
日
、

こ
の
日
は
、
真
の
国
民
統
合

が
ス
タ
ー
ト
し
た
日
と
し
て

歴
史
に
記
録
さ
れ
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

あ
わ
せ
て
「
国
を
国
ら
し

く
作
る
大
統
領
に
な
り
た

い
。
古
い
時
代
の
誤
っ
た
慣

行
と
果
敢
に
決
別
す
る
」
と

し
、
「
大
統
領
自
ら
一
新
し

て
い
く
」
と
付
け
加
え
た
。

ま
た
、
「
現
職
大
統
領
の

弾
劾
と
拘
束
に
よ
っ
て
政
治

は
混
乱
し
た
が
、
国
民
が
大

韓
民
国
の
前
途
を
開
い
て
く

れ
た
」
と
し
、
「
私
た
ち
国

民
は
迷
う
こ
と
な
く
、
む
し

ろ
こ
れ
を
災
い
転
じ
て
福
を

為
す
べ
く
昇
華
さ
せ
、
新
し

い
世
界
を
開
い
た
」と
し
た
。

文
大
統
領
は
「
不
幸
な
大

統
領
の
歴
史
が
続
い
て
い
る

が
、
今
回
の
選
挙
を
き
っ
か

け
に
、
こ
の
不
幸
な
歴
史
が

終
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
は
成
功
し
た
大
統
領

に
な
る
た
め
に
最
善
を
尽
く

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

今
後
の
大
統
領
像
に
つ
い

て
も
ふ
れ
、
「
光
化
門
大
統

領
」
の
時
代
を
予
告
し
た
。

「
権
威
的
な
大
統
領
の
文
化

を
清
算
す
る
」
と
し
、
「
準

備
を
終
え
次
第
、
今
の
青
瓦

台
を
出
て
光
化
門
の
大
統
領

時
代
を
開
く
」
と
し
た
。

文
大
統
領
は
「
国
民
の
涙

を
拭
く
大
統
領
、
腰
を
低
く

す
る
大
統
領
、
対
話
す
る
大

統
領
に
な
る
。
国
民
に
近
い

と
こ
ろ
に
あ
る
、
友
人
の
よ

う
な
大
統
領
に
な
る
」
と
も

表
明
、
光
化
門
広
場
で
国
民

と
の
対
話
討
論
会
を
示
唆
し

た
。外

交
問
題
に
関
し
て
は

「
安
保
危
機
も
急
い
で
解
決

し
、
韓
半
島
の
平
和
の
た
め

に
東
奔
西
走
す
る
。
必
要
で

あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
ワ
シ
ン

ト
ン
に
飛
ん
で
い
く
。北
京
、

東
京
に
も
行
き
、
条
件
が
整

え
ば
平
壌
に
も
行
く
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル

（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
の
配
備
に

つ
い
て
は
「
韓
米
同
盟
は
一

層
強
化
し
、
問
題
解
決
の
た

め
、
米
国
や
中
国
と
真
摯
に

交
渉
を
す
る
」
考
え
を
示
し

た
。ま

た
、
「
分
裂
と
葛
藤
の

政
治
も
変
え
る
」
と
力
説
、

「
国
政
運
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
野
党
と
の
対
話
を
定

例
化
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

就
任
演
説
を
終
え
て
手
を
ふ
る
文
在
寅
大
統
領

金 秀氏の５周忌を機に開かれた写真展で説明
に立つ申景浩さん（１月２０日、秀林日本語学校）

洪
・
安
両
候
補

「
敗
北
」
宣
言

９
日
午
後
８
時
に
発
表
さ

れ
た
出
口
調
査
の
結
果
を
受

け
て
保
守
系
で
与
党
だ
っ
た

「
自
由
韓
国
党
」
の
洪
準
杓

候
補
は
９
日
夜
、
党
本
部
で

記
者
会
見
を
開
き
、
「
開
票

が
終
わ
ら
な
い
と
分
か
ら
な

い
が
、
出
口
調
査
の
結
果
が

事
実
で
あ
れ
ば
党
を
立
て
直

せ
た
こ
と
に
満
足
す
る
」
と

述
べ
て
事
実
上
、
敗
北
を
宣

言
し
た
。

一
方
、
中
道
系
「
国
民
の

党
」
の
安
哲
秀
候
補
も
、
国

会
で
記
者
会
見
を
開
き
、「
国

民
の
選
択
を
謙
虚
に
受
け
止

め
る
」
と
述
べ
て
事
実
上
、

敗
北
を
宣
言
し
た
。

安
氏
は
「
変
化
の
熱
望
に

応
え
る
に
は
足
り
な
い
部
分

が
多
く
あ
っ
た
」
と
表
明
。

「
新
し
い
大
統
領
と
共
に
未

来
へ
進
ん
で
い
く
こ
と
を
望

む
」と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、

「
韓
国
の
変
化
と
未
来
の
た

め
さ
ら
に
努
力
す
る
」
と
改

め
て
強
調
し
た
。

韓
国
政
府
が
官
民
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
韓
食

（
韓
国
料
理
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
的
に
世
界
各
国

同
胞
の
韓
食
業
者
と
団
体
が
一
堂
に
会
す
る
「
世
界
韓

食
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
６
月
７
日
か
ら
４
日
間
、
札
幌
で

開
催
さ
れ
る
。
期
間
中
、
日
本
に
お
け
る
韓
食
の
現
状

を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
日
本
の
飲
食
業
界
を
対

象
に
し
た
平
昌
五
輪
組
織
委
員
会
が
選
ん
だ
「
韓
食
メ

ニ
ュ
ー
１０
選
」
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が
行
わ
れ
る
。

民
団
韓
食
ネ
ッ
ト

主
管

世
界
各
地
の
韓
食
団
体
が

集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
は
韓
食
財

団
（
尹
淑
子
理
事
長
）
が
主

催
す
る「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

と
、世
界
韓
食
総
連
合
会（
金

順
玉
会
長
）が
主
催
し
、ホ
ス

ト
都
市
が
主
管
す
る
「
フ
ォ

ー
ラ
ム
」の
２
つ
あ
る
が
、い

ず
れ
も
日
本
で
の
開
催
は
初

め
て
だ
。

昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
韓

食
財
団
か
ら
強
い
要
請
を
受

け
、
民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
協
議

会（
崔
千
浩
会
長
）が
主
管
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

１

韓
食
世
界
化
は
焼
肉
と

現
地
嗜
好
２

食
を
通
じ
た
韓

日
友
好
３

最
良
の
食
材
を
韓

日
の
情
報
共
有
か
ら
の
３
点

を
テ
ー
マ
に
、
韓
国
農
水
産

食
品
流
通
公
社
（
ａ
Ｔ
セ
ン

タ
ー
）
、
韓
食
財
団
、
駐
札

幌
総
領
事
館
を
は
じ
め
、
民

団
中
央
本
部
と
北
海
道
本
部

や
北
海
道
、
札
幌
市
、
札
幌

商
工
会
議
所
な
ど
が
後
援
す

る
。８

日
、赤
レ
ン
ガ
庁
舎（
旧

道
庁
）
で
開
か
れ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
ａ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
の

金
浩
銅
東
京
支
社
長
に
よ
る

「
韓
国
農
水
産
物
の
日
本
に

お
け
る
現
状
」
、
民
団
韓
食

ネ
ッ
ト
の
李
明
植
副
会
長

（
株
式
会
社
大
山
顧
問
）
と

昨
年
の
キ
ム
チ
グ
ラ
ン
プ
リ

で
金
賞
を
受
賞
し
た
朴
和
生

副
会
長
（
キ
ム
チ
の
店
名
峰

代
表
）
に
よ
る
「
日
本
に
お

け
る
キ
ム
チ
の
現
状
」
、
同

じ
く
副
会
長
で
焼
肉
大
東
園

の
代
表
、
徐
道
源
氏
と
理
事

で
Ｋ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
代
表
の

任
和
彬
氏
に
よ
る
「
日
本
に

お
け
る
韓
食
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
韓
食
関
連
セ
ミ
ナ
ー
を

行
う
。

ま
た
、
同
日
、
オ
ー
ロ
ラ

キ
ッ
チ
ン
で
は
、
日
本
の
飲

食
業
関
係
者
を
対
象
に
、
昨

年
発
表
さ
れ
た
平
昌
五
輪
に

向
け
た
「
世
界
が
好
む
韓
食

メ
ニ
ュ
ー
１０
選
」
を
テ
ー
マ

に
韓
食
財
団
の
尹
理
事
長
に

よ
る
講
演
や
調
理
を
実
演
す

る
「
韓
食
ア
カ
デ
ミ
ー
札
幌

教
室
」
も
併
行
開
催
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
連
合
会
や
北
海

道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
食
材
の

宝
庫
で
も
あ
る
北
海
道
の
農

水
産
物
の
視
察
も
計
画
し
て

い
る
。

民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
の
崔
会

長
は
「
日
本
で
は
焼
肉
を
中

心
に
既
に
韓
食
が
普
及
し
、

世
界
化
に
成
功
し
た
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
言
え
る
。
過
去
、

日
本
に
移
り
住
ん
だ
在
日
が

生
み
出
し
た
焼
肉
文
化
で
あ

り
、
日
本
で
も
人
気
の
高
い

ご
馳
走
と
し
て
地
位
を
築
き

上
げ
た
」と
し
な
が
ら
、「
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
日
本

で
の
実
体
験
を
紹
介
し
、
各

国
に
於
け
る
韓
食
世
界
化
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て

活
用
す
る
機
会
に
し
た
い
」

と
期
待
を
込
め
て
い
る
。

ＳＢＪ銀行調べ
（５月１０日現在）

１万円

９７，１８４
ウォン

９６，９０３
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９８，６２１
ウォン

９８，４０２
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

６
月
７
日
か
ら
札
幌
で

世
界
韓
食
フ
ォ
ー
ラ
ム

申
景
浩
・
金
井
学
園
理
事
長

金

秀
氏
の
遺
志
継
ぐ廃

校
危
機
か
ら
建
て
直
す

顕
彰
碑
前
で
決
意
新
た
に

統合と共存の新世界実現へ

国
民
と
の
対
話
強
調

文
大
統
領

就
任
演
説

「
権
威
的
な
文
化
を
清
算
」

（２）２０１７年５月１０日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８６９号



４
月
１１
～
２４
日

【
１１
日
】
醴
泉
―
安
東
３４

、
雨
の
ウ
オ
ー
ク
に
な
っ

た
。
雨
対
策
１
番
の
ポ
イ
ン

ト
は
靴
の
カ
バ
ー
。
今
回
は

さ
ま
ざ
ま
な
カ
バ
ー
グ
ッ
ズ

に
よ
る
対
応
や
個
性
美
豊
か

に
「
手
作
り
」
の
カ
バ
ー
が

目
立
つ
。
今
日
も
ま
た
桜
並

木
の
ウ
オ
ー
ク
だ
が
散
り
始

め
た
花
び
ら
が
路
上
に
た
ま

っ
て
い
る
。
ゆ
る
や
か
だ
が

長
く
続
く
峠
道
を
上
り
き

る
。
こ
の
「
百
峠
」
は
朝
鮮

時
代
、
醴
泉
で
牛
を
売
っ
た

安
東
の
農
民
が
盗
賊
に
襲
わ

れ
ぬ
よ
う
に
集
団
で
峠
越
え

し
た
こ
と
に
由
来
す
る
そ
う

だ
。
安
東
の
昔
の
役
所
「
東

軒
」
に
ゴ
ー
ル
す
る
と
、
権

寧
世
市
長
が
出
迎
え
、
歓
迎

し
て
く
れ
た
。

【
１２
日
】
こ
の
日
は
安
東

歴
史
探
訪
日
。

「
戦
友
」と
の
再
会

【
１３
日
】
安
東
―
義
城
３３

、
各
地
で
警
察
官
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ
る
が
、
安
東
で
は

李
東
植
さ
ん
が
２
日
間
に
わ

た
り
、
自
ら
先
頭
を
歩
く
ガ

イ
ド
役
も
担
い
、
ウ
オ
ー
カ

ー
を
感
激
さ
せ
た
。

昼
食
時
、
前
回
韓
国
戦
争

を
戦
っ
た
「
戦
友
」
と
出
会

っ
た
金
承
南
さ
ん
（
８３
）
が

金
重
圭
さ
ん
（
９２
）
と
再
会

し
、
「
懐
か
し
い
で
す
よ
」

と
再
び
昔
話
を
語
り
合
っ

た
。
「
ま
た
次
回
に
会
え
れ

ば
い
い
ね
。
元
気
で
ね
」
と

握
手
し
た
。
さ
わ
や
か
な
再

会
に
は
ほ
か
の
ウ
オ
ー
カ
ー

も
目
を
う
る
ま
せ
て
い
た
。

【
１４
日
】
義
城
―
義
興
２６

、
だ
い
ぶ
南
に
来
た
の
を

実
感
す
る
の
が
果
樹
園
の
ナ

シ
の
白
、
モ
モ
の
ピ
ン
ク
な

ど
の
果
物
の
花
の
色
だ
。
畑

に
広
が
る
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
マ

ネ
ギ
の
葉
の
美
し
い
緑
と
の

対
比
は
、
歩
く
気
分
を
と
て

も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。
韓

国
の
春
の
農
村
を
歩
く
醍
醐

味
と
も
い
え
る
。

「
子
ど
も
の
頃
」
を
懐
か

し
む
に
は
か
っ
こ
う
の
自
然

か
ら
の
贈
り
物
だ
。
ゴ
ー
ル

し
た
後
、
朝
鮮
通
信
使
の
子

孫
た
ち
の
会
合
に
出
席
し
て

い
た
前
回
参
加
の
呂
運
俊
さ

ん
（
１
回
目
正
使
の
１１
代
目

子
孫
）
と
の
再
会
を
懐
か
し

ん
だ
。

【
１５
日
】
義
興
―
永
川
４０

、
通
信
使
に
力
を
入
れ
て

い
る
永
川
市
に
よ
る
歓
迎
パ

レ
ー
ド
は
、
ま
ず
馬
３
頭
が

先
導
。
後
に
昔
の
衣
装
を
身

に
着
け
た
韓
国
ウ
オ
ー
カ
ー

３
人
が
少
年
た
ち
が
動
か
す

「
輿
」
の
上
に
座
り
ス
タ
ー

ト
。
テ
ン
ポ
の
よ
い
サ
ム
ル

ノ
リ
の
後
を
ウ
オ
ー
ク
隊
が

続
い
た
。

今
回
は
市
民
や
大
学
生
、

高
校
生
も
加
わ
り
、
若
さ
に

満
ち
た
パ
レ
ー
ド
に
な
っ

た
。
途
中
、
高
校
生
た
ち
は

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
話
し

な
が
ら
、
ノ
ボ
リ
旗
を
笑
顔

で
掲
げ
て
歩
い
た
。
永
川
市

の
韓
日
文
化
交
流
会
の
メ
ン

バ
ー
も
背
中
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

「
よ
う
こ
そ
」
と
染
め
抜
い

て
参
加
し
た
。

氷
っ
た
水
に
感
激

こ
の
日
の
ウ
オ
ー
カ
ー
は

合
計
、
２
０
２
人
で
韓
国
コ

ー
ス
で
最
大
。
河
川
敷
の
特

別
馬
場
で
は
、
伝
統
の
「
馬

丈
才
」
が
行
わ
れ
、
普
段
見

る
こ
と
の
出
来
な
い
妙
技
に

歓
声
が
上
が
っ
た
。
昔
、
朝

鮮
通
信
使
の
送
別
宴
が
開
か

れ
た
「
朝
陽
閣
」
前
の
歓
迎

会
で
は
、
韓
国
舞
踊
・
テ
コ

ン
ド
が
披
露
さ
れ
た
後
、
全

員
が
手
を
つ
な
い
で
輪
に
な

っ
て
、「
ア
リ
ラ
ン
」
と
「
故

郷
」
を
合
唱
し
、
い
に
し
え

の
朝
鮮
通
信
使
に
思
い
を
は

せ
た
。

【
１６
日
】
永
川
―
慶
州
３７

、
道
の
両
側
に
続
く
サ
ク

ラ
並
木
は
す
で
に
葉
桜
。
長

い
長
い
直
線
道
路
で
の
歩
行

は
単
調
で
眠
く
な
る
。
気
温

が
上
が
る
中
、
待
ち
受
け
て

い
た
地
元
ウ
オ
ー
カ
ー
か
ら

の
「
氷
っ
た
水
」
が
差
し
入

れ
ら
れ
る
。
首
筋
に
当
て
る

と
ヒ
ン
ヤ
リ
し
て
気
持
ち
が

い
い
。

ト
イ
レ
休
憩
の
お
や
つ
は

ミ
ニ
ト
マ
ト
と
き
ゅ
う
り
。

新
鮮
な
野
菜
の
水
気
が
と
て

も
美
味
し
く
午
後
３
時
の
気

温
は
３２
℃
に
上
が
る
。
第
１

次
か
ら
１０
年
た
ち
、
平
均
年

齢
は
５
歳
ア
ッ
プ
し
７０
歳
の

「
老
人
ウ
オ
ー
カ
ー
」
集
団

だ
か
ら
、
地
元
の
人
々
か
ら

の
心
の
こ
も
っ
た
差
し
入
れ

と
サ
ポ
ー
ト
が
何
よ
り
の

「
日
韓
交
流
」
の
証
し
に
思

え
て
く
る
。
慶
州
が
近
く
な

り
、
新
羅
時
代
の
大
き
な
円

形
の
古
墳
が
増
え
て
き
た
。

【
１７
日
】
こ
の
日
は
慶
州

歴
史
探
訪
日
。

【
１８
日
】慶
州
―
仇
於（
慶

州
市
）
２１

、
国
道
７
号
の

歩
道
を
南
下
、
今
ま
で
は
国

道
だ
け
を
歩
い
た
が
、
前
回

か
ら
は
迂
回
し
て
緑
が
多
い

公
園
の
道
に
変
わ
っ
た
。
少

し
遠
回
り
だ
が
新
緑
の
木
々

の
葉
の
間
を
歩
く
の
で
な
ん

と
も
す
が
す
が
し
い
気
分
。

少
な
い
古
建
造
物

今
年
は
気
温
が
上
が
っ
て

も
吹
い
て
く
る
風
が
ヒ
ン
ヤ

リ
し
て
い
る
の
で
い
い
気
分

で
歩
け
る
。
道
は
い
い
の
だ

が
、
こ
と
「
朝
鮮
通
信
使
の

史
跡
」
と
な
る
と
、
か
ら
っ

き
し
少
な
い
の
が
現
状
だ
。

文
禄
慶
長
の
役
も
そ
う
だ

が
、
韓
国
戦
争
で
の
す
さ
ま

じ
い
戦
い
で
焼
き
尽
く
さ
れ

た
影
響
が
と
て
も
大
き
い
よ

う
だ
。
そ
ん
な
中
、
昔
風
の

朝
鮮
風
建
造
物
に
出
会
う
と

う
れ
し
く
な
る
。

こ
の
ウ
オ
ー
ク
の
参
加
者

は
、
１

ウ
オ
ー
ク
か
ら
入
っ

て
来
た
人
２

朝
鮮
通
信
使
や

昔
の
朝
鮮
を
知
り
た
い
と
思

っ
て
歩
い
て
い
る
人
、
の
２

通
り
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
が
重
な
り
合
っ
て
融
合

す
る
の
が
ベ
ス
ト
、
と
思

う
。歩

き
な
が
ら
韓
国
の
「
歴

史
」
を
見
て
、
ま
た
「
現
状

を
見
て
」
歩
く
と
い
う
こ
と

で
培
う
「
日
韓
の
交
流
・
友

情
」
を
体
験
す
れ
ば
、
相
乗

効
果
で
「
一
番
い
い
の
だ
が

な
あ
」
と
疲
れ
が
た
ま
っ
て

来
た
体
が
教
え
て
く
れ
る
よ

う
だ
。

永
川
市
の
歓
迎
会
で
は
全
員
が
手
を
つ
な
い
で
輪
に
な
り
「
ア
リ
ラ
ン
」
と

「
故
郷
」
を
合
唱
し
た

【
１９
日
】
仇
於
―
蔚
山
２４

、
蔚
山
は
足
利
時
代
の
朝

鮮
通
信
使
・
李
芸
の
地
元
。

今
日
は
そ
の
李
芸
の
子
孫
た

ち
が
加
わ
っ

た
。
２
年
前

に
偶
然
出
会

っ
た
子
孫
の

李
俊
洛
さ
ん

や
大
学
教
授

の
李
明
勲
さ

ん
ら
が
共
に
歩
き
、
今
日
と

明
日
の
２
日
間
の
撮
影
協
力

を
頼
ま
れ
た
。

３０
分
後
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
取
材
を
開

始
し
た
。
「
李
芸
と
朝
鮮
通

信
使
ウ
オ
ー
ク
（
仮
称
）
」

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
制

作
の
よ
う
だ
。
「
朝
鮮
通
信

使
」
は
韓
国
で
も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
存
在
だ
け

に
、
い
い
企
画
だ
と
思
う
。

蔚
山
へ
の
地
方
道
は
以
前

は
車
が
少
な
か
っ
た
が
、
今

回
は
大
型
ダ
ン
プ
が
行
き
か

い
、
と
て
も
危
険
な
街
道
に

な
っ
て
い
た
。
丘
陵
を
開
発

し
て
大
規
模
な
産
業
団
地
の

造
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
だ
。２
年
ぶ
り
に
歩
く
と
、

そ
の
た
く
ま
し
い
ほ
ど
貪
欲

な
「
開
発
実
態
」
に
ど
こ
で

も
出
く
わ
し
た
。

１
日
平
均
で
３０

キ
ロ

【
２０
日
】蔚
山
―
熊
上（
梁

山
市
）
。
韓
国
大
統
領
選
挙

が
始
ま
っ
た
。
交
差
点
を
前

か
ら
歩
い
て
き
た
運
動
員
が

行
き
交
う
人
々
に
笑
顔
で

「
支
持
」
を
訴
え
る
。
蔚
山

に
再
建
さ
れ
た
「
太
白
楼
」

で
「
鶴
の
舞
」
や
李
芸
を
た

た
え
る
詩
の
朗
読
を
聞
い
た

後
、
太
白
川
の
河
川
敷
を
歩

い
て
国
道
７
号
を
南
下
す

る
。
今
日
も
厳
し
く
長
い
上

り
坂
が
待
っ
て
い
る
。

初
参
加
の
Ｙ
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
遅
れ
に
遅
れ
て
日
韓

の
ウ
オ
ー
カ
ー
に
助
け
ら
れ

た
。
ベ
テ
ラ
ン
ウ
オ
ー
カ
ー

の
Ａ
さ
ん
は
、
午
後
に
な
る

と
腰
が
重
く
な
り
ス
ロ
ー
ウ

オ
ー
ク
に
な
り
集
団
か
ら
遅

れ
る
。
ほ
か
の
人
も
そ
れ
ぞ

れ
厳
し
い
。

１
日
平
均
３０

近
い
長
丁

場
を
何
で
苦
し
ん
で
歩
く
の

だ
ろ
う
？

み
な
自
問
自
答

し
て
答
え
を
見
つ
け
出
そ
う

と
自
分
の
「
ガ
ン
バ
リ
」
を

信
じ
て
歩
く
。
苦
し
い
人
に

手
に
手
を
差
し
伸
べ
る
、
と

い
っ
て
も
人
が
苦
し
い
時
は

自
分
も
苦
し
い
よ
ー
！

と

叫
び
た
い
く
ら
い
だ
。
こ
ん

な
ウ
オ
ー
ク
の
連
続
な
の

に
、
そ
れ
で
も
手
を
差
し
伸

べ
る
人
は
い
る
も
の
だ
。
日

韓
の
い
わ
ば
「
老
人
同
士
」

の
助
け
合
い
は
簡
単
で
は
な

い
が
、
少
し
ず
つ
だ
が
前
へ

向
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

【
２１
日
】
熊
上
―
釜
山
２５

、
い
よ
い
よ
韓
国
コ
ー
ス

の
最
終
日
。
地
元
の
釜
山
か

ら
の
ウ
オ
ー
カ
ー
が
加
わ
り

７６
人
で
ス
タ
ー
ト
。
地
元
に

詳
し
い
ウ
オ
ー
カ
ー
が
先

導
。途

中
か
ら
は
建
設
中
で
車

が
通
ら
な
い
バ
イ
パ
ス
道
路

を
「
占
有
」
し
て
歩
い
た
。

昨
年
ま
で
歩
い
て
い
た
古
道

は
大
規
模
な
道
路
建
設
で
無

く
な
り
、
地
方
道
を
歩
く
こ

と
に
な
っ
た
。

「
近
さ
」実
感

対
馬

峠
を
越
え
て
釜
山
市
市
街

地
に
入
る
と
、
ま
さ
に
「
大

都
会
」
の
道
に
な
り
、
午
後

４
時
前
に
昔
の
役
所
「
東
莱

東
軒
」
に
ゴ
ー
ル
し
た
。
女

性
ウ
オ
ー
カ
ー
た
ち
は
み
な

抱
き
あ
っ
て
、
ゴ
ー
ル
の
喜

び
を
か
み
し
め
あ
っ
た
。

東
莱
区
長
の
挨
拶
に
続
い

て
。
宣
相
圭
・
韓
国
隊
長
、

遠
藤
靖
夫
・
日
本
隊
長
に
花

束
が
贈
ら
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
森
本
康
敬

釜
山
総
領
事
は
「
こ
の
ウ
オ

ー
ク
は
と
て
も
日
韓
交
流
に

と
っ
て
意
義
深
い
こ
と
で

す
。
日
韓
の
間
の
悲
し
い
出

来
事
で
昨
年
１２
月
か
ら
日
本

に
帰
国
し
て
い
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
が
日
本
に
行
っ
た

ら
、
ぜ
ひ
韓
国
の
人
は
日
本

を
嫌
っ
て
は
い
ま
せ
ん
、
と

日
本
の
人
々
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

【
２２
日
】
休
養
日
。

【
２３
日
】釜
山
―
対
馬
へ
。

港
か
ら
出
て
３０
分
で
、
静
か

な
海
の
向
こ
う
に
早
く
も
対

馬
の
島
影
が
見
え
出
し
た
。

こ
ん
な
に
近
い
な
ん
て
、
と

日
韓
両
国
の
「
近
さ
」
を
実

感
す
る
。
船
旅
の
韓
国
人
の

多
く
は
若
者
た
ち
で
、
ほ
と

ん
ど
が
手
ぶ
ら
。

我
々
の
重
い
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
と
の
違
い
は
何
か
な
？

聞
け
ば
ほ
と
ん
ど
が
対
馬
で

の
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
が
目

的
で
、
入
れ
物
も
「
現
地
調

達
」
と
い
う
。
１０
年
前
、
韓

国
旅
行
者
の
ほ
と
ん
ど
が
登

山
か
釣
り
が
目
的
だ
っ
た
の

だ
が
。
港
で
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
の
後
、
通
信
使
ゆ
か
り

の
宗
家
の
菩
提
寺
な
ど
を
見

学
。
夕
食
会
は
縁
地
連
の
松

原
一
征
会
長
な

ど
を
交
え
、
韓

国
コ
ー
ス
の
話

に
花
を
咲
か
せ

た
。【

２４
日
】
対

馬
―
壱
岐
。
壱

岐
・
芦
辺
港
で
は
横
断
幕
を

掲
げ
た
島
の
人
た
ち
に
拍
手

で
迎
え
ら
れ
た
。
緑
が
多
く

起
伏
に
と
ん
だ
道
を
１２

歩

い
て
壱
岐
市
役
所
へ
。
副
市

長
か
ら
は
島
名
物
の
「
壱
岐

焼
酎
」
の
７
本
セ
ッ
ト
が
差

し
入
れ
ら
れ
た
。
バ
ス
で
通

信
使
が
泊
ま
っ
た
宿
所
跡
を

訪
れ
る
と
偶
然
、
通
信
使
の

日
本
で
の
足
跡
を
研
究
す
る

た
め
、
日
光
ま
で
行
く
と
い

う
韓
国
人
の
徐
仁
範
教
授
ら

と
出
会
い
、「
東
京
ゴ
ー
ル
で

会
い
ま
し
ょ
う
」と
話
し
た
。

（
文
・
写
真

友
情
ウ
オ

ー
ク
の
会

金
井
三
喜
雄
）

韓国でのゴール・釜山で抱き合って
喜びあう

高
校
生
ら
も
加
わ
り
総
勢
２
０
２
人
で

ウ
オ
ー
ク
（
永
川
市
）

「
仏
・
法
・
僧
」
の
３
宝

別
掲

を
象
徴
す
る
３
大
寺
院
と
は
、
仏
舎
利

を
奉
安
す
る
通
度
寺
（
仏
宝
）
、
八
万

大
蔵
経
を
収
蔵
す
る
海
印
寺（
法
宝
）、

１６
人
の
国
師
を
輩
出
し
た
松
広
寺
（
僧

宝
）
を
指
す
。

通
度
寺
は
韓
国
第
２
の
都
市
・
釜
山

か
ら
バ
ス
で
２０
～
３０
分
と
近
く
、
参
拝

者
が
多
い
。
周
辺
に
は
僧
服
専
門
店
の

看
板
な
ど
が
見
ら
れ
、
門
前
町
の
雰
囲

気
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。
玄
関
口
で

あ
る
大
門
の
前
か
ら
見
上
げ

る
と
、
背
後
に
霊
鷲
山
（
１

０
７
５

）
が
翼
を
広
げ
た

よ
う
に
そ
び
え
立
つ
。
釈
迦

が
イ
ン
ド
で
説
法
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
「
霊
鷲
山
」
（
り

ょ
う
じ
ゅ
せ
ん
）
に
形
が
似

て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ

た
。寺

院
名
は
、
「
仏
法
（
真

理
）
に
通
じ
て
衆
生
を
済
度

す
る
」
な
ど
の
説
に
由
来
す

る
。
衆
生（
し
ゅ
じ
ょ
う
）と

は
人
間
界
の
こ
と
。
寺
院
は

も
と
も
と
修
行
、
祈
願
す
る

道
場
だ
っ
た
た
め
山
中
の
明

堂
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
所
在
を
示
す
た
め
山
号

を
冠
す
る
。中
国
で
始
ま
り
、

韓
国
や
日
本
で
も
踏
襲
し
て
き
た
。

渓
流
沿
い
に
松
並
木
が
つ
づ
き
、
２０

分
ほ
ど
で
一
柱
門
に
着
く
。
扁
額
に
記

さ
れ
た
「
霊
鷲
山
通
度
寺
」
の
筆
字
は

朝
鮮
朝
末
期
の
興
宣
大
院
君
に
よ
る
も

の
。
左
右
に
書
か
れ
た
「
仏
之
宗
家
」

「
国
之
大
刹
」
は
、「
仏
第
一
の
寺
院
、

国
の
大
寺
院
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

格
の
違
い
を
示
す
か
の
よ
う
に
境
内

は
広
く
、
殿
閣
が
４０
棟
に
も
の
ぼ
る
。

ど
こ
で
も
自
由
に
出
入
り
し
礼
拝
で
き

る
の
は
あ
り
が
た
い
。
建
物
ご
と
に
異

な
る
仏
像
と
対
座
し
な
が
ら
過
ご
す
静

か
な
ひ
と
と
き
は
、
貴
重
な
や
す
ら
ぎ

の
時
間
と
い
え
よ
う
。

殿
閣
の
な
か
で
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た

の
が
、
伝
統
信
仰
を
祀
る
伽
藍
閣
と
開

山
祖
堂

写
真
右
。
廃
仏
さ
れ
た
朝
鮮

朝
時
代
、
王
族
た
ち
が
祈
祷
す
る
場
を

別
途
に
設
け
て
い
た
も
の
で
、
お
忍
び

で
通
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

史
書
『
三
国
遺
事
』
に
よ
れ
ば
、
６

４
６
年
（
善
徳
女
王
１５
）
、
慈
蔵
律
師

が
創
建
し
、
金
剛
戒
壇

写
真
左

を

設
け
た
。
本
堂
の
大
雄
殿
に
本
来
あ
る

べ
き
ご
神
体
は
な
く
、
北
側
の
ガ
ラ
ス

窓
か
ら
金
剛
戒
壇
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
仏
舎

利
塔
こ
そ
大
雄
殿
の
主
尊
な
の
だ
。
金

剛
戒
壇
は
金
剛
の
よ
う
に
堅
固
な
戒
律

を
授
か
る
と
い
う
意
味
で
、
仏
教
の
教

え
の
中
で
こ
の
戒
律
が
も
っ
と
も
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。

金
剛
戒
壇
に
は
１１
時
か
ら
１４
時
半
ま

で
の
時
間
帯
だ
け
入
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
。
厳
粛
な
雰
囲
気
が
た
だ
よ
い
、
聖

域
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
敬
虔
な
心

も
ち
に
な
る
。
他
の
人
に
な
ら
っ
て
合

掌
し
な
が
ら
舎
利
塔
の
ま
わ
り
を
３
度

周
回
し
た
。
終
え
た
あ
と
の
す
が
す
が

し
さ
は
な
ん
と
も
言
い
が
た
い
。

韓
国
仏
教
最
高
の
総
合
修
行
道
場
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、
僧
侶

の
数
は
多
く
、
２
０
０
人
近
い
。
朝
夕

の
礼
拝
は
説
話
殿
で
お
こ
な
わ
れ
る
。

袈
裟
を
ま
と
い
座
布
団
に
座
る
て
い
髪

頭
の
僧
侶
た
ち
を
後
か
ら
な
が
め
る

と
、
ま
る
で
お
地
蔵
さ
ま
が
並
ん
で
い

る
か
の
よ
う
だ
。
お
経
は
男
声
合
唱
の

よ
う
に
法
堂
内
に
響
き
、
耳
に
こ
こ
ち

よ
い
。

◇
慶
尚
南
道
梁
山
市
下
北
面
通
度
寺

路
１
０
８
（

８２
―
５５
―
３
８
２
―
７

１
８
２
）

３
宝

大
乗
仏
教
で
は
、
悟
り
の
体

現
者
で
あ
る
「
仏
」（
釈
迦
）、
仏
の
説

い
た
教
え
「
法
」
、
そ
の
教
え
を
受
け

た
者
の
集
団
「
僧
伽
」
を
示
す
。
こ
の

３
宝
に
帰
依
し
受
戒
す
る
こ
と
で
正
式

な
仏
教
徒
と
み
な
さ
れ
る
。

聖域の金剛戒壇に仏舎利を奉安
〈２〉 霊鷲山 通度寺

宋寛（韓国文化研究家）

世
界
遺
産
へ

友
好
の
道

ソ
ウ
ル
～
東
京

２１
世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

２

心
の
こ
も
っ
た
差
し
入
れ

最
大
の
パ
ワ
ー
源
に

な
ぜ
歩
く
？

自
問
自
答

苦
し
い
時
の
助
け
に
ほ
っ
こ
り

第２８６９号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年５月１０日（水曜日）（３）
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競技場で李愚公さん

【
大
阪
】
古
代
の
韓
半
島
と
日
本

列
島
の
間
の
豊
か
で
多
様
な
交
流
の

歴
史
を
描
い
た
特
別
展
「
渡
来
人
い

ず
こ
よ
り
」
が
大
阪
市
中
央
区
大
手

町
の
大
阪
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
「
渡
来
人
」
の
出
身
地
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
近
畿
地
方
や
そ

の
周
辺
地
域
で
出
土
し
た
韓
半
島
に

関
す
る
文
物
と
資
料
約
４
６
０
点
を

展
示
し
た
�
写
真
。

フ
ラ
イ
パ
ン
の
よ
う
な
形
を
し
た

熨
斗
（
の
し
）
は
古
代
の
ア
イ
ロ
ン

だ
。
皿
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
火
を
焚

き
、
熱
く
な
っ
た
裏
面
を
布
に
当
て

し
わ
を
伸
ば
し
た
。
こ
れ
は
柏
原
市

の
高
井
田
古
墳
か
ら
の
出
土
品
。
同

様
の
も
の
が
百
済
の
武
寧
王
陵
（
忠

清
南
道
公
州
市
）で
出
土
し
て
お
り
、

百
済
と
日
本
の
関
係
を
検
討
す
る
の

に
は
欠
か
せ
な
い
資
料
と
い
え
る
。

角
杯
（
か
く
は
い
）
は
牛
な
ど
の

角
を
模
倣
し
て
作
っ
た
飲
用
の
た
め

の
容
器
。
先
端
が
と
が
っ
て
い
て
角

の
名
残
を
残
し
て
い
る
。
韓
半
島
で

は
新
羅
に
多
く
の
事
例
が
あ
る
。
一

方
、
日
本
列
島
で
作
ら
れ
た
須
恵
器

の
角
杯
は
と
が
っ
て
い
な
い
。
日
本

列
島
に
伝
わ
る
際
に
「
尖
り
」
が
欠

落
し
、
も
じ
ど
お
り
「
角
（
か
ど
）

の
と
れ
た
」角
杯
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

展
示
場
に
訪
れ
た
６０
代
の
日
本
人

男
性
は
、
「
関
西
圏
を
中
心
に
し
た

地
域
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
細
か
く
記

さ
れ
て
い
る
」
と
熱
心
に
見
入
っ
て

い
た
。

６
月
１２
日
ま
で
毎
日
９
時
半
～
１７

時
（
火
曜
日
休
館
）
。
大
人
１
０
０

０
円
、
高
校
・
大
学
生
７
０
０
円
。

中
学
生
以
下
、
市
内
在
住
で
６５
歳
以

上
（
要
証
明
書
提
示
）
は
無
料
。
問

い
合
わ
せ
は
同
博
物
館
（
０
６
・
６

９
４
６
・
５
７
２
８
、
学
芸
課
の
寺

井
誠
第
一
係
長
）。

【
京
都
】
日
本
国
内
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
で
活
躍
め
ざ
ま
し
い
在
日
３
世
の
重

度
障
害
者
、
李
愚
公
さ
ん
（
２７
、
京
都
市
北
区
）
が
２０
日
、
忠
清
北
道
清
州
市
で
開

催
さ
れ
る「
２
０
１
７
年
春
季
生
活
体
育
洋
弓
大
会
」に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

選
手
と
し
て
は
こ
れ
が
事
実
上
の
母
国
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
る
。
韓
国
国
内
の
大
会
で

実
績
を
あ
げ
て
、
２０
年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
韓
国
代
表
の
座
を
め
ざ
し
て
い
る
。

大
会
出
場
は
所
用
で
大
邱

市
を
訪
問
し
た
李
さ
ん
の
才

能
を
い
ち
早
く
見
抜
き
、
個

人
的
に
つ
き
き
り
で
コ
ー
チ

し
た
こ
と
も
あ
る
河
サ
ン
ス

ク
さ
ん
の
誘
い
に
よ
る
。
河

さ
ん
の
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
た
い
の
な
ら
、
韓

国
の
大
会
に
出
て
実
績
を
積

ま
な
け
れ
ば
」
と
の
一
言
で

出
場
を
決
意
し
た
。

李
さ
ん
は
昨
年
１０
月
、
岩

手
県
で
開
催
さ
れ
た
第
１６
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
脳
性
麻
痺
の

部
で
４
３
５
点
を
記
録
し
、

見
事
１
位
に
輝
い
た
。
同
大

会
は
第
７１
回
国
民
体
育
大
会

の
終
了
直
後
に
行
わ
れ
て
お

り
、
「
障
害
者
の
た
め
の
国

体
」
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。

こ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
て

今
年
３
月
に
は
京
都
府
ス
ポ

ー
ツ
賞
「
優
秀
賞
」
を
山
田

啓
二
府
知
事
か
ら
贈
ら
れ

た
。
李
さ
ん
は
「
今
回
の
国

体
で
僕
に
関
わ
っ
て
く
れ
た

京
都
の
職
員
の
人
が
推
薦
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
わ
ざ
わ

ざ
韓
国
人
の
僕
を
推
薦
し
て

く
れ
た
こ
と
が
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」と
語
っ
た
。

李
さ
ん
は
生
ま
れ
て
す
ぐ

医
師
か
ら
脳
性
麻
痺
と
診
断

さ
れ
た
。
身
体
障
害
者
手
帳

１
種
２
級
だ
。
足
や
膝
、
股

関
節
な
ど
が
麻
痺
し
て
お
り

一
人
で
は
自
由
に
移
動
で
き

な
い
。
野
球
が
好
き
だ
っ
た

が
、
走
る
の
は
も
っ
て
の
ほ

か
。
す
ぐ
関
節
が
外
れ
て
し

ま
う
か
ら
だ
。

高
校
卒
業
後
、
京
都
市
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

通
い
、
「
こ
れ
な
ら
で
き
そ

う
」
と
李
さ
ん
が
選
ん
だ
の

が
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
だ
っ
た
。

作
業
所
に
通
い
な
が
ら
週
に

２
回
程
度
、
日
本
人
コ
ー
チ

の
指
導
を
受
け
て
き
た
。
数

年
後
に
は
京
都
市
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
室
内
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
大
会
で
初
優
勝
。

以
後
、
同
大
会
で
は
毎
年
の

よ
う
に
優
勝
な
い
し
は
準
優

勝
に
輝
い
て
き
た
。
自
室
に

は
数
多
く
の
メ
ダ
ル
と
賞
状

が
飾
ら
れ
て
い
る
。

李
さ
ん
は
「
世
界
最
高
峰

の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

あ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

が
僕
の
夢
。
そ
の
た
め
に
も

清
州
大
会
で
い
い
成
績
を
残

さ
な
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る
。

岩
手
国
体
で
優
勝
し
た
実
績
を
認
め
ら
れ
、
京
都
府
ス
ポ

ー
ツ
賞
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
。
家
族
か
ら
祝
福
さ
れ
る

婦
人
会
の
地
方
委
・
大
会

が
４
月
中
に
全
国
で
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
う
ち
、
１１
カ
所

で
は
大
会
を
行
い
、
新
し
い

役
員
を
選
ん
だ
。

▽
東
京
（
河
貴
明
会
長
、

４
月
２５
日
�
第
２９
回
地
方

委
、
韓
国
中
央
会
館
）
活
動

方
針
と
し
て
次
世
代
育
成
グ

ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根
絶
運
動
、

国
際
伝
統
文
化
教
室
の
運
営

と
第
４
回
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
国
際
文
化
作
品
展
示
会

の
実
施
な
ど
。

▽
神
奈
川
（
金
久
美
子
会

長
、
４
月
２６
日
�
第
３０
期
大

会
、
崎
陽
軒
本
店
）
会
長
選

に
単
独
立
候
補
し
て
い
た
金

会
長
が
再
選
さ
れ
た
。
監
査

は
朴
斗
禮
、
金
慶
順
、
卓
明

淑
の
３
氏
が
立
候
補
し
、
承

認
さ
れ
た
。

▽
栃
木
（
李
淑
容
会
長
、

４
月
２５
日
�
第
１２
回
大
会
、

民
団
本
部
会
館
）
新
会
長
に

李
美
寿
氏
、
監
査
は
黄
絲
子

氏
。
李
新
会
長
は
「
韓
国
か

ら
嫁
い
で
き
た
新
定
住
者
の

会
員
を
増
や
し
て
組
織
の
活

性
化
に
結
び
つ
け
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

▽
埼
玉
（
林
月
恵
会
長
、

４
月
１９
日
�
第
２０
期
大
会
、

埼
玉
韓
国
会
館
）
林
会
長
を

再
選
。
林
会
長
は
「
楽
し
い

婦
人
会
を
め
ざ
す
」
と
述
べ

た
。
監
査
は
金
貞
子
、
高
玉

姫
の
各
氏
。

▽

群

馬

（
金
勝
江
会

長
、
４
月
２５

日
�
第
２６
回

臨
時
大
会
、桐
生
韓
国
会
館
）

任
期
中
に
病
死
し
た
金
会
長

の
後
任
に
金
敬
連
氏
が
就
任

し
た
。
監
査
は
李
道
子
、
孫

徳
順
の
各
氏
。

▽
長
野
（
崔
聖
姫
会
長
、

４
月
２０
日
�
第
２６
期
大
会
、

民
団
本
部
会
館
）
崔
会
長
が

再
選
さ
れ
た
。崔
会
長
は「
歴

史
あ
る
婦
人
会
を
次
世
代
へ

引
き
継
ぐ
の
が
私
の
使
命
」

と
述
べ
た
。
監
査
は
金
美
代

子
、
李
勝
子
、
閔
玉
枝
の
３

氏
。▽

宮
城
（
孫
美
子
会
長
、

４
月
２０
日
�
第
２９
回
大
会
、

民
団
本
部
会
館
）
孫
会
長
の

再
選
が
決
ま
っ
た
。
孫
会
長

は
「
１
期
目
同
様
、
楽
し
い

婦
人
会
活
動
を
め
ざ
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。
監
査
は
崔

雪
子
、
禹
文
子
、
李
美
子
の

各
氏
。

▽
青
森
（
朴
海
子
会
長
、

４
月
１７
日
�
第
３６
回
大
会
、

民
団
本
部
会
館
）
朴
会
長
を

再
選
。
監
査
は
李
順
阿
、
金

英
順
、
姜
淑
子
の
各
氏
。

▽
岩
手
（
朴
吉
子
会
長
、

４
月
１９
日
�
第
２２
期
大
会
、

民
団
本
部
会
館
）
朴
会
長
を

再
選
。
朴
会
長
は
「
会
員
ど

う
し
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
う
れ

し
い
、
楽
し
い
婦
人
会
活
動

を
め
ざ
す
」
と
述
べ
た
。
監

査
は
姜
鶴
子
、
河
和
子
の
各

氏
。▽

愛
知
（
李
玉
順
会
長
、

４
月
２８
日
�
第
１９
回
地
方

委
、
愛
知
韓
国
人
会
館
）
活

動
方
針
は
卓
球
大
会
開
催
、

ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業
支
援
、
民

団
愛
知
創
団
７０
周
年
記
念
事

業
へ
の
協
力
な
ど
。
李
会
長

は
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化

行
事
な
ど
を
通
し
て
会
員
と

共
に
成
長
し
、
楽
し
め
る
婦

人
会
に
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

▽
岐
阜
（
黄
清
子
会
長
、

４
月
１４
日
�
第
５７
回
地
方

委
、
民
団
本
部
会
館
）
黄
会

長
は
「
民
団
と
の
行
事
を
企

画
し
、
婦
人
会
を
楽
し
く
元

気
な
会
に
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
活
動
方
針
と
し

て
各
支
部
と
の
親
睦
交
流
会

開
催
な
ど
。

▽
大
阪
（
金
秋
江
会
長
、

４
月
２０
日
�
第
２８
期
大
会
、

大
阪
韓
国
人
会
館
）
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
単

独
立
候
補
の
金
前
会
長
が
再

選
さ
れ
た
。監
査
は
張
泰
�
、

康
久
子
、
�
島
枝
の
各
氏
。

副
会
長
は
金
英
子
、金
玉
枝
、

朴
米
子
の
各
氏
。
総
務
部
長

は
朴
静
子
氏
。
活
動
方
針
と

し
て
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
、
支

部
会
員
と
の
交
流
な
ど
。

▽
兵
庫
（
李
慶
子
会
長
、

４
月
２５
日
�
第
２６
回
地
方

委
、
神
戸
韓
国
教
育
院
）
活

動
方
針
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業

の
積
極
的
な
推
進
、
後
継
者

育
成
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
実

施
な
ど
。
李
会
長
が
民
団
会

館
の
空
調
整
備
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
民
団
兵
庫
本
部
の

李
圭
燮
団
長
に
１
０
０
万
円

を
贈
っ
た
。

▽
京
都
（
金
和
子
会
長
、

４
月
１９
日
�
第
２９
回
地
方

委
、
民
団
本
部
会
館
）
金
会

長
は
２
年
後
の
婦
人
会
創
立

７０
周
年
に
向
け
て
「
民
団
と

一
緒
に
組
織
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

活
動
方
針
は
女
性
教
養
向
上

の
た
め
の
学
習
会
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
文
化
教
室
の
強
化
な

ど
。▽

奈
良
（
李
明
美
会
長
、

４
月
２３
日
�
第
２９
期
大
会
、

奈
良
韓
国
人
会
館
）
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
李
会

長
を
再
選
し
た
。
監
査
は
許

敏
子
、
秦
美
智
子
、
李
百
合

の
各
氏
。副
会
長
は
姜
小
礼
、

権
英
孝
の
各
氏
。
総
務
部
長

に
鄭
敬
順
氏
。
活
動
方
針
と

し
て
次
世
代
育
成
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
文
化
作
品
展
示
会

の
後
援
な
ど
。

▽
滋
賀
（
金
泰
順
会
長
、

４
月
１７
日
�
第
１６
回
地
方

委
、
民
団
本
部
会
館
）
活
動

方
針
は
会
員
研
修
会
の
開

催
、
支
部
と
の
交
流
な
ど
。

金
会
長
は
「
来
年
の
平
昌
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上

げ
、
韓
日
の
友
好
に
協
力
し

て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。▽

和
歌
山（
陳
京
子
会
長
、

４
月
１６
日
�
第
１３
回
大
会
、

民
団
本
部
会
館
）
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
の
結
果
、

新
会
長
に
河
春
子
氏
が
選
出

さ
れ
た
。
河
会
長
は
「
歴
代

会
長
が
守
っ
て
き
た
婦
人
会

を
会
員
皆
さ
ん
の
協
力
で
育

て
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

監
査
は
朴
潤
玉
氏
。
副
会
長

は
金
英
子
、
金
清
子
、
金
律

子
の
各
氏
。
総
務
部
長
に
は

陳
前
会
長
が
就
任
し
た
。
活

動
方
針
は
高
齢
者
慰
問
活

動
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
文
化
活

動
の
継
続
な
ど
。

朴
海
子
会
長

金
久
美
子
会
長

朴
吉
子
会
長

李
美
寿
会
長

金
秋
江
会
長

林
月
恵
会
長

李
明
美
会
長

金
敬
連
会
長

優勝した朴苑恵さん（中）とチームメート

【
大
阪
】
第
１５
回
Ｗ
・
Ａ

・
Ｔ
・
Ａ
オ
ー
プ
ン
テ
コ
ン

ド
選
手
権
大
会
に
金
剛
学
園

か
ら
児
童
・
生
徒
２３
人
が
出

場
し
、
延
べ
１２
人
が
個
人
部

門
で
入
賞
し
た
。
同
大
会
は

「
日
本
で
最
も
国
際
色
豊
か

な
大
会
」と
い
わ
れ
て
い
る
。

４
月
２３
日
、
堺
市
立
大
浜
体

育
館
で
行
わ
れ
、
世
界
各
国

か
ら
７
０
０
人
が
参
加
し

た
。フ

ル
コ
ン
タ
ク
ト
制
の
格

闘
技
、
キ
ョ
ル
ギ
（
組
手
）

部
門
で
は
カ
デ
ッ
ト
（
１２
～

１４
歳
）
男
子
上
級
の
部
で
鈴

木
飛
安
君
（
小
６
）
、
同
ジ

ュ
ニ
ア
（
１５
～
１７
歳
）
女
子

初
級
は
金
希
淵
さ
ん（
中
３
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

一
方
、
一
定
の
演
武
線
に

従
っ
て
四
方
八
方
に
動
き
な

が
ら
型
を
行
う
プ
ム
セ
（
品

勢
）
で
は
朴
苑
恵
さ
ん
（
小

５
、
カ
デ
ッ
ト
初
級
）
、
鈴

木
飛
安
君
（
小
６
、
カ
デ
ッ

ト
上
級
）、
李
苑
珠
さ
ん（
中

３
、
ジ
ュ
ニ
ア
初
級
）
、
史

萌
菜
未
さ
ん
（
高
３
、
ジ
ュ

ニ
ア
上
級
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
た
。
史
さ
ん
は
特
別
賞

「
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
賞
」、

鈴
木
英
輝
君
（
小
５
、
カ
デ

ッ
ト
上
級
３
位
）
は
同
「
市

長
賞
」
を
受
賞
し
た
。

同
校
に
と
っ
て
は
こ
れ
が

今
年
度
最
初
の
公
式
大
会
出

場
。
「
さ
い
先
の
い
い
ス
タ

ー
ト
が
切
れ
た
」
と
喜
ん
で

い
る
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
作
成

の
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
最
新
の
教
材
「
外
国

人
と
人
権
―
ち
が
い
を
認

め
、
共
に
生
き
る
」
が
加
わ

っ
た
。
３
つ
の
ド
ラ
マ
で
構

成
。
多
文
化
共
生
社
会
を
築

く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
示

し
、
何
が
で
き
る
の
か
を
視

聴
者
に
考
え
さ
せ
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

テ
ー
マ
そ
の
１
は
近
所
に

越
し
て
き
た
外
国
人
家
庭
や

職
場
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
に

向
け
ら
れ
る
偏
見
と
思
い
込

み
。
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら

日
常
的
に
ど
こ
で
も
起
こ
り

う
る
事
例
だ
。
い
ず
れ
も
率

直
に
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
、

ふ
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を

説
い
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
ネ
ッ
ト
に
あ

ふ
れ
る
在
日
外
国
人
へ
の
憎

悪
に
あ
ふ
れ
る
動
画
を
見
た

中
学
生
の
在
日
韓
国
人
４
世

が
身
の
恐
怖
を
感
じ
、
学
校

に
行
け
な
く
な
る
話
だ
。
こ

の
少
年
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の

支
え
で
立
ち
直
る
。

解
説
は
お
茶
の
水
女
子
大

学
名
誉
教
授
で
移
民
や
民
族

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
に

詳
し
い
宮
島
喬
さ
ん
。
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
は
イ
ラ
ン
生
ま
れ

で
女
優
、
タ
レ
ン
ト
、
キ
ャ

ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
が

務
め
て
い
る
。

同
ビ
デ
オ
は
近
く
の
法
務

局
や
常
設
人
権
相
談
所
、
人

権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

の
人
権
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど

で
貸
し
出
し
中
。
４
月
１９
日

か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
視

聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

河
春
子
会
長

崔
聖
姫
会
長

公
益
財
団
法
人
韓
国
教
育

財
団
は
２
０
１
７
年
度
奨
学

生
を
募
集
し
て
い
る
。
対
象

は
日
本
の
高
校
、
大
学
、
大

学
院
に
在
学
中
の
日
本
の
永

住
権
を
持
つ
韓
国
籍
学
生
。

た
だ
し
、
日
本
国
籍
者
で
も

韓
国
学
を
専
攻
し
、
韓
国
語

能
力
試
験
３
級
以
上
の
合
格

者
で
あ
れ
ば
応
募
で
き
る
。

年
間
支
給
額
は
高
校
生
１２

万
円
（
３０
人
）
、
大
学
生
５０

万
円
（
６２
人
）
、
大
学
院
生

１
０
０
万
円
（
６
人
）
。
い

ず
れ
も
返
済
義
務
は
な
い
。

所
定
の
申
込
書
類
は
最
寄

り
の
民
団
本
・
支
部
に
提
出
。

締
め
切
り
は
６
月
１４
日
（
４

月
２６
日
付
本
紙
掲
載
の
「
６

月
３０
日
必
着
」
は
誤
り
で
し

た
）
。
詳
細
は
同
財
団
（
０

３
・
５
４
１
９
・
９
１
７
１
、

崔
明
管
理
部
長
）
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

孫
美
子
会
長

総
辞
職
す
る
前
執
行
部
と
監

査
団
（
婦
人
会
埼
玉
）

韓国古代史を講義する金一男さん

韓
日
相
互
理
解
へ

「
歴
史
講
座
」開
講

東
京
韓
国
学
校

東
京
韓
国
学
校
「
韓
日
歴

史
講
座
」
が
始
ま
っ
た
。
４

月
２９
日
の
第
１
回
は
在
日
２

世
の
金
一
男
さ
ん
（
韓
国
現

代
史
研
究
家
、
世
界
伝
統
詩

人
協
会
韓
国
本
部
海
外
総

務
）
が
「
伽
耶
諸
国
と
倭
」

と
「
高
句
麗
と
百
済
、
二
つ

の
建
国
を
支
え
た
召
西
奴

（
ソ
ソ
ノ
）
」
を
テ
ー
マ
に

約
８０
分
間
講
義
し
た
。

講
義
に
先
だ
っ
て
同
校
の

金
得
永
校
長
が
、
「
韓
日
の

文
化
的
関
わ
り
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
双
方
は
も
っ
と
仲

良
く
な
れ
る
」
と
講
座
の
狙

い
を
説
明
し
た
。
テ
ー
マ
に

よ
っ
て
は
韓
国
国
内
の
韓
国

学
中
央
研
究
院
や
比
較
文
化

研
究
所
、
王
室
文
化
研
究
室

な
ど
か
ら
も
専
門
の
講
師
を

招
く
。

講
義
は
８０
分
ず
つ
２
コ
マ

で
、
来
年
２
月
２４
日
ま
で
全

３８
講
座
の
予
定
。
い
ず
れ
も

１２
時
３０
分
か
ら
中
・
高
等
部

校
舎
地
下
の
多
目
的
室
で
。

５
月
ま
で
は
無
料
。

Ｏ
Ｋ
培
貞
奨
学
財
団
（
崔

潤
理
事
長
、
ソ
ウ
ル
市
）
は

４
月
２８
日
、
新
宿
の
東
京
韓

国
学
校
（
呉
公
太
理
事
長
、

金
得
永
校
長
）
で
同
校
と
青

丘
学
院
つ
く
ば
中
・
高
等
学

校
（
金
正
出
理
事
長
・
金
正

龍
校
長
、
茨
城
県
石
岡
市
）

の
在
校
生
合
わ
せ
て
３０
人
に

「
韓
民
族
グ
ロ
ー
バ
ル
奨
学

証
書
」
を
手
渡
し
た
。

同
奨
学
財
団
は
韓
国
の
Ｏ

Ｋ
貯
蓄
銀
行
、
Ｏ
Ｋ
キ
ャ
ピ

タ
ル
な
ど
を
傘
下
に
置
く
グ

ロ
ー
バ
ル
金
融
総
合
グ
ル
ー

プ
「
ア
プ
ロ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
」
の
崔
潤
会
長
が
２
０

０
２
年
に
設
立
し
た
。
日
本

国
内
の
韓
国
系
民
族
学
校
と

は
そ
れ
ぞ
れ
「
相
互
協
力
の

た
め
の
協
定
書
」
を
交
わ
し

て
お
り
、
経
済
的
に
恵
ま
れ

な
い
在
日
同
胞
を
支
援
し
て

い
る
。

奨
学
証
書
を
手
渡
し
た
崔

理
事
長
は
、
「
韓
国
の
大
学

に
進
ん
で
も
奨
学
金
を
支
援

し
ま
す
。
い
つ
で
も
訪
ね
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

た
。東

京
韓
学
の
呉
理
事
長
は

「
在
外
同
胞
を
代
表
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
日
本
と
韓

国
の
懸
け
橋
と
な
れ
る
よ
う

し
っ
か
り
精
進
し
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

両校の代表に証書を手渡
す崔潤財団理事長（右）

会
長
に
朴
永
鎮
氏

東
京
青
商
総
会

東
京
韓
国
青
年
商
工
会

（
李
剛
成

会
長
）
は

４

月

１５

日
、
都
内

で
第
４０
期
定
期
総
会
を
開

き
、
新
会
長
に
在
日
３
世
の

朴
永
鎮
氏
（
３８
）
、
�
写
真

�
を
選
出
し
た
。

朴
会
長
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
原
点
回
帰
」
を
掲
げ
、
青

商
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す

る
と
誓
っ
た
。
具
体
的
に
は

�１
会
員
士
ど
う
し
に
よ
る
ち

密
な
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
交
換

�２
新
定
住
者
と
の
融
和
�３
日

本
の
青
年
商
工
人
と
の
相
互

理
解
の
促
進
な
ど
を
目
標
に

掲
げ
た
。
任
期
内
に
は
設
立

４０
周
年
記
念
式
典
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

重
度
障
害
の
在
日
３
世

母
国
で
洋
弓
デ
ビ
ュ
ー
戦

岩
手
国
体
で
優
勝
の
実
力

渡
来
人
の
ル
ー
ツ
を
探
る

金
剛
学
園
が
好
成
績

テ
コ
ン
ド

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
選
手
権

婦
人
会
１１
地
方
本
部
で
改
選

パラリンピックめざす
大阪歴史博物館特別展

在日同胞の
奨学生募集

韓
国
教
育
財
団

隣
人
と
の
ふ
れ
あ
い
説
く

人
権
啓
発
ビ
デ
オ

「
外
国
人
と
人
権
」
法務省制作

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

Ｏ
Ｋ
培
貞

奨
学
財
団

東
京
韓
学
で
証
書
授
与
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韓
国
の
第
１９
代
大
統
領
に
文
在
寅
氏
が
当
選
し
た
。

本
紙
が
投
票
を
前
に
在
日
同
胞
か
ら
新
大
統
領
へ
の
期

待
の
声
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
誰
が
当
選
し
よ
う
と
も
安

定
し
た
韓
日
関
係
の
維
持
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
２
国
間
関
係
が
新
時
代
に
入
る
の
か
、
関
係
改

善
の
行
方
を
見
守
っ
て
い
る
。

金
一
男
さ
ん
（
７３
、
神
奈

川
・
韓
国
現
代
史
研
究
家
、

世
界
伝
統
詩
人
協
会
韓
国
本

部
海
外
総
務
）
韓
国
で
の
日

本
文
化
の
解
禁
は
１
９
９
８

年
で
、
２０
年
に
満
た
な
い
。

両
国
の
新
し
い
関
係
作
り
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
。
対
日
関

係
は
韓
国
国
内
の
政
争
に
利

用
さ
れ
て
き
た
側
面
が
あ
る

が
、
隣
国
と
の
友
好
的
関
係

は
国
力
の
重
要
な
一
部
。
自

尊
心
の
た
め
に
無
駄
に
敵
を

作
ら
ず
、
積
極
的
な
関
係
改

善
を
進
め
て
ほ
し
い
。

李
根

さ
ん
（
６３
、
民
団

宮
城
本
部
常
任
顧
問
）
未
曾

有
の
国
難
に
立
ち
向
か
う
新

大
統
領
に
望
む
事
は
何
か
と

聞
か
れ
て
も
、
安
全
な
日
本

に
身
を
置
く
私
に
は
我
々
よ

り
も
国
内
国
民
和
合
の
た
め

に
と
し
か
言
え
な
い
。
声
援

を
送
る
の
み
で
あ
る
。
私
に

限
れ
ば
在
日
の
生
活
が
本
国

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
、
あ
る
と
す
れ
ば

心
だ
。
自
尊
心
や
誇
り
は
本

国
の
有
り
様
で
多
少
影
響
さ

れ
る
。
穏
や
か
な
気
持
ち
で

見
守
り
た
い
。

河
鉄
也
さ
ん
（
６１
、
民
団

京
都
本
部
副
団
長
）
い
ま
、

東
ア
ジ
ア
で
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
各
国
が
協
力
し

平
和
と
経
済
的
発
展
を
さ
ら

に
高
め
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
思

う
。
そ
の
中
で
欧
米
諸
国
に

対
等
に
力
関
係
を
示
す
た
め

に
も
、
韓
国
・
日
本
・
中
国

の
３
カ
国
が
過
去
の
歴
史
に

こ
だ
わ
ら
ず
相
互
扶
助
の
関

係
で
協
力
し
合
わ
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
経
済

を
優
位
に
推
進
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
新
大
統
領
は
日

本
と
の
関
係
改
善
を
最
優
先

に
考
え
、
慰
安
婦
問
題
等
の

歴
史
認
識
問
題
は
英
断
を
も

っ
て
対
処
す
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
中
国
に
偏
ら
ず
対

等
に
政
治
交
渉
を
進
め
、
東

ア
ジ
ア
を
安
定
さ
せ
る
よ
う

に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

ほ
し
い
。

呉
時
宗
さ
ん
（
７６
、
民
団

大
阪
本
部
権
益
擁
護
委
員

長
）
戦
後
７２
年
、
在
日
は
大

変
多
様
化
し
た
。
本
国
と
の

懸
け
橋
に
な
り
、
日
本
で
強

く
生
き
て
い
く
た
め
に
も
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
民
族
教
育

が
欠
か
せ
な
い
。
ル
ー
ツ
あ

る
在
日
の
子
ど
も
た
ち
の
多

く（
９０
％
以
上
）が
日
本
の
学

校
に
通
っ
て
い
る
。
関
西
地

域
を
中
心
に
長
年
、
公
立
学

校
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
民

族
学
級
が
よ
り
深
く
拡
大
す

る
よ
う
韓
国
政
府
の
効
果
的

な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

金
昌
鎮
さ
ん
（
７２
、
東
京

・
随
筆
家
）
日
本
に
住
ん
で

い
る
同
胞
と
し
て
今
回
の
大

統
領
選
挙
ま
で
の
本
国
の
政

局
を
見
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
考
え
た
。
外
国
に
住

ん
で
い
る
私
た
ち
は
本
国
の

政
治
が
安
定
し
、
経
済
が
発

展
す
る
こ
と
を
い
ち
ば
ん
願

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
居
住
国

の
国
民
た
ち
に
対
し
て
も
、

次
の
世
代
に
対
し
て
も
、
韓

国
人
と
し
て
の
誇
り
が
持
て

る
よ
う
に
な
る
と
思
う
の

で
、
一
日
も
早
く
安
定
し
た

政
治
を
し
て
欲
し
い
。

「
教
育
革
命
」
の

在
り
方
、再
考
を

李
碩
敏
さ
ん
（
２０
、
東
京

・
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学

部
、
在
日
韓
国
留
学
生
連
合

会
会
長
）
韓
国
は
世
界
的
に

も
圧
倒
的
な
教
育
熱
で
有
名

な
国
で
あ
る
。
そ
の
分
、
す

べ
て
の
立
候
補
者
は
教
育
革

命
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か

し
、
全
員
が
同
じ
こ
と
を
覚

え
、
誰
が
も
っ
と
詳
し
く
覚

え
た
か
を
確
認
す
る
だ
け
の

シ
ス
テ
ム
で
は
こ
れ
か
ら
の

第
４
次
産
業
な
ど
へ
の
対
応

は
不
可
能
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
一
人
ひ
と
り
に

自
分
の
将
来
を
決
め
る
時
間

を
与
え
、
自
ら
考
え
る
力
を

持
て
る
よ
う
に
さ
せ
る
の
が

教
育
革
命
の
始
ま
り
で
は
な

い
の
か
。

金
惠
京
准
教
授

（
日
本
大
学
）

「
孤
掌
鳴
ら
し
難
し
」
。

中
国
の
戦
国
時
代
に
書
か
れ

た
『
韓
非
子
』
由
来
の
こ
と

わ
ざ
で
す
。
人
は
１
人
で
は

何
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ

と
を
、
片
手
で
は
拍
手
が
出

来
な
い
状
況
に
例
え
た
も
の

で
す
が
、
未
来
志
向
の
韓
日

関
係
に
も
同
様
の
認
識
が
必

要
で
す
。

外
交
に
お
い
て
両
国
が
協

力
し
合
う
こ
と
は
理
想
な
が

ら
、
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
、

多
方
面
か
ら
働
き
か
け
て
意

固
地
に
な
っ
て
い
る
政
治
家

た
ち
を
動
か
し
て
い
く
こ
と

も
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
今

回
の
大
統
領
選
の
候
補
者
は

皆
が
日
本
、
特
に
２
０
１
５

年
の
慰
安
婦
合
意
に
厳
し
い

姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、
関
係

者
は
新
大
統
領
就
任
後
、
両

国
間
で
起
き
る
事
態
を
懸
念

し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
民
団
中

央
本
部
の
呉
公
太
団
長
が
年

頭
に
「
慰
安
婦
合
意
の
堅
持

と
共
に
、
韓
日
関
係
悪
化
の

被
害
を
最
も
受
け
る
の
は
在

日
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
こ

と
は
、
両
国
に
強
い
印
象
を

残
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
在
日

韓
国
人
と
い
う
韓
日
双
方
の

思
い
を
知
り
、
誠
意
を
も
っ

て
直
言
を
行
う
存
在
が
今
後

の
２
国
間
関
係
に
お
い
て
、

い
か
に
重
要
か
を
示
す
も
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。

も
し
、
新
大
統
領
が
予
想

通
り
に
日
本
へ
厳
し
い
反
応

を
見
せ
た
な
ら
ば
、
韓
日
の

間
に
立
つ
民
団
や
我
々
一
人

ひ
と
り
が
友
好
の
拍
手
の
音

を
響
か
せ
る
べ
く
声
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
そ
の
声
に
新
大
統
領

が
耳
を
傾
け
た
時
、
韓
日
関

係
は
新
時
代
を
迎
え
る
は
ず

で
す
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場
で
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

韓国中央会館で投票する同胞

李
修
京
教
授

（
東
京
学
芸
大
学
）

第
１９
代
大
統
領
選
挙
で
の

在
外
有
権
者
の
７５
・
３
％
と

い
う
歴
代
最
高
の
投
票
率

は
、
国
政
壟
断
事
件
に
よ
っ

て
失
墜
さ
れ
た
母
国
の
品
格

を
取
り
戻
し
、
先
進
政
治
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
同
胞

た
ち
の
渇
望
の
現
れ
で
あ

る
。
そ
の
切
願
か
ら
選
ば
れ

た
新
大
統
領
は
内
外
の
民
意

や
人
権
を
重
ん
じ
、
在
外
同

胞
の
権
益
伸
長
に
繋
が
る
外

交
に
尽
力
し
て
世
界
に
誇
れ

る
政
治
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

韓
国
が
先
端
Ｉ
Ｔ
・
文
化

先
進
国
と
し
て
発
展
を
遂
げ

た
の
も

亡
国

や

貧
困

の
痛
み
に
負
け
な
か
っ
た
同

胞
た
ち
の

殺
身
成
仁

の

精
神
に
よ
る
献
身
的
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。特
に
、

韓
日
両
国
の
政
治
に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
忍
苦
の
生
活
を
堪

え
、
母
国
の
経
済
発
展
に
貢

献
し
て
き
た
在
日
同
胞
の
功

績
は
、
教
科
書
に
記
述
し
て

次
世
代
に
伝
え
る
べ
き
で
あ

る
。ま

た
、
韓
・
日
・
在
日
社

会
の

ト
リ
プ
ル
文
化

を

身
に
つ
け
た
同
胞
た
ち
の
次

世
代
教
育
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
胞
出
身
の
教
員
養
成

の
制
度
整
備
や
母
国
研
修
支

援
も
必
要
だ
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
母
国
研
修
に
負
担

な
く
参
加
で
き
る
基
盤
作
り

の
支
援
策
も
課
題
で
あ
る
。

同
胞
た
ち
の
民
族
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
立
は
大

統
領
の
先
見
性
あ
る
未
来
政

策
に
か
か
っ
て
い
る
。
新
大

統
領
は
韓
日
平
和
政
策
に
基

づ
く
共
存
共
生
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
早
く
示
す
べ
き
だ
。

「
こ
ど
も
の
日
」
を
前
に

し
た
３
日
、
在
日
本
大
韓
ボ

ウ
リ
ン
グ
協
会
（
張
智
成
会

長
）
は
民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
協

議
会
（
崔
千
浩
会
長
）
、
民

団
東
京
荒
川
支
部
（
秦
富
澤

支
団
長
）
と
共
同
で
「
２
０

１
７
在
日
同
胞
オ
リ
ニ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
た
。

３５
人
の
同
胞
小
・
中
学
生
が

参
加
し
た
ほ
か
、
約
２０
人
の

保
護
者
ら
が
楽
し
ん
だ
。

同
協
会
で
は
５
年
前
か
ら

「
オ
リ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
」

を
開
催
し
て
き
た
が
、
今
年

は
韓
食
ネ
ッ
ト
と
民
団
荒
川

支
部
の
３
団
体
が
コ
ラ
ボ
し

て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
と

オ
リ
ニ
交
流
会
を
加
え
企
画

を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。

青
年
会
の
東
京
本
部
と
荒
川

支
部
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ

り
、
次
世
代
イ
ベ
ン
ト
成
功

の
一
役
を
担
っ
た
。

ま
ず
、
ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル

向
島
で
行
わ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン

グ
教
室
で
は
、
韓
国
国
体
経

験
者
な
ど
１２
人
の
在
日
ボ
ウ

ラ
ー
と
、
日
本
で
も
活
躍
し

て
い
る
韓
国
の
金
ス
ル
ギ
プ

ロ
の
指
導
の
も
と
、
ボ
ー
ル

の
持
ち
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
、
投
球
ま
で
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
。

最
初
は
ガ
タ
ー
を
連
発
し

た
オ
リ
ニ
も
、
コ
ー
チ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
め
き
め

き
と
上
達
。
６
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
の
団
体
戦
で
は
ス
ペ

ア
や
ス
ト
ラ
イ
ク
を
決
め
、

跳
び
上
が
っ
て
喜
ぶ
姿
が
見

ら
れ
た
。

こ
の
後
、
民
団
荒
川
支
部

会
館
に
場
所
を
移
し
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
と
表
彰
式
を

兼
ね
た
交
流
会
に
入
っ
た
。

会
場
は
オ
リ
ニ
と
保
護
者
、

民
団
支
部
役
員
や
青
年
会
な

ど
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ

て
約
８０
人
が
所
狭
し
と
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
。

韓
食
ネ
ッ
ト
が
準
備
し
た

の
は
豚
バ
ラ
や
牛
ハ
ラ
ミ
な

ど
約
２０

と
キ
ム
チ
８

。

さ
ら
に
ご
飯
も
５０
人
前
。
焼

き
は
じ
め
る
と
オ
リ
ニ
た
ち

か
ら
「
美
味
そ
ー
！
」
と
歓

声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

交
流
会
に
は
民
団
荒
川
支

部
の
秦
支
団
長
ら
三
機
関
役

員
や
金
秀
吉
東
京
本
部
団
長

も
か
け
つ
け
、
「
皆
さ
ん
は

民
団
に
と
っ
て
未
来
の
宝

物
。
民
団
と
韓
国
を
好
き
に

な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
友
だ

ち
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
」
と

オ
リ
ニ
た
ち
を
激
励
し
た
。

秦
支
団
長
は
「
支
部
会
館

が
オ
リ
ニ
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー
を
感
じ

た
。
ぜ
ひ
継
続
さ
せ
た
い
」

と
目
を
細
め
て
い
た
。

ま
た
、
青
年
会
東
京
本
部

（
鄭
昇
栄
会
長
）
か
ら
夏
休

み
に
開
催
す
る
オ
リ
ニ
・
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
チ
ラ
シ
を

配
り
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

【
広
島
】
大
邱
広
域
市
と

広
島
市
が
５
日
、
広
島
市
内

の
Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ

ザ
大
ホ
ー
ル
で
プ
ッ
チ
ー
ニ

作
曲
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ボ
エ

ー
ム
」
の
共
同
制
作
公
演
を

行
っ
た
。
こ
れ
は
両
市
の
姉

妹
都
市
提
携
２０
周
年
記
念
事

業
の
一
環
。

大
邱
市
か
ら
オ
ペ
ラ
団
を

迎
え
、
広
島
交
響
楽
団
が
息

の
あ
っ
た
演
奏
を
繰
り
広
げ

た
。
会
場
は
市
民
１
０
５
０

人
で
埋
ま
っ
た
。
公
演
終
了

後
、
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
歓
迎
会
に
は
民
団

広
島
本
部
か
ら
李
英
俊
団
長

も
出
席
し
、
大
邱
市
関
係
者

に
「
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
が

ま
す
ま
す
発
展
し
、
よ
り
友

好
を
深
め
て
い
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

前
日
の
４
日
に
は
同
市
内

の
広
島
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
ジ
」
で
記
念
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
松
井
一

美
広
島
市
長
、
大
邱
市
の
金

承
洙
行
政
副
市
長
ら
が
参
加

し
た

写
真
。

両
市
は
姉
妹
都
市
提
携
前

か
ら
主
に
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

で
民
間
交
流
が
盛
ん
。
９４
年

に
広
島
で
ア
ジ
ア
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
る
と
友
好
促
進

の
気
運
が
高
ま
り
、
９７
年
５

月
に
広
島
市
で
姉
妹
都
市
提

携
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。

「２１世紀の朝鮮通信使」を激励する朴鍾文団長と関係者

韓
国
国
楽
協
会
の

仙
台
支
部
が
発
足

支
部
長
に
李
和
眞
氏

【
宮
城
】
伝
統
舞
踊
、
伝

統
歌
唱
（
パ
ン
ソ
リ
）
、
伝

統
器
楽
演
奏
な
ど
の
歌
舞
音

曲
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
社

団
法
人
韓
国
国
楽
協
会
（
本

部
・
ソ
ウ
ル
市
、
洪
性
徳
理

事
長
）
の
仙
台
支
部
が
発
足

し
た
。
日
本
で
は
関
西
、
徳

島
、
東
京
、
福
岡
に
続
き
５

つ
め
の
支
部
。

創
立
総
会
は
４
月
８
日
、

宮
城
韓
国
会
館
で
の
２
０
１

７
年
度
民
団
宮
城
ハ
ン
グ
ル

学
校
開
講
式
を
終
え
て
か
ら

行
わ
れ
た
。
初
代
支
部
長
に

は
李
和
眞
さ
ん
（
韓
国
国
楽

協
会
正
会
員
）
が
選
出
さ
れ

た
。梁

桂
和
駐
仙
台
総
領
事
が

「
韓
国
国
楽
協
会
の
創
立
で

韓
国
の
伝
統
文
化
が
地
域
に

浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
、
民
団
宮
城

本
部
の
金
政
郁
団
長
も
「
韓

国
伝
統
文
化
の
発
展
へ
応
援

し
て
い
く
」
と
約
束
し
た
。

李
さ
ん
は
幼
い
と
き
、
韓

国
伝
統
舞
踊
の
名
手
、
李
梅

芳
さ
ん
に
そ
の
才
能
を
見
い

だ
さ
れ
た
。
現
在
は
韓
国
は

も
と
よ
り
日
本
で
も
伝
統
音

楽
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

総
会
で
「
韓
日
の
文
化
交
流

と
市
民
交
流
に
貢
献
で
き
る

団
体
に
育
て
て
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

【
愛
知
】
駐
名
古
屋
総
領

事
館
（
鄭
煥
星
総
領
事
）
主

催
の
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル
」
が
３
、
４
の
両
日
、
名

古
屋
市
港
区
の
イ
オ
ン
モ
ー

ル
名
古
屋
茶
屋
で
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
５
月
に
続
き
４
回

目
。
名
古
屋
に
い
な
が
ら
韓

国
気
分
を
味
わ
え
る
、
県
内

で
は
最
大
級
の
韓
日
文
化
交

流
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
る
。

野
外
で
は
婦
人
会
春
日
井

支
部
（
任
南
先
会
長
）
の
会

員
で
構
成
し
て
い
る
カ
ヤ
伝

統
舞
踊
団
が
舞
踊
の
指
導
に

あ
た
る
黄
善
花
さ
ん
と
一
緒

に
舞
台
に
立
ち
、
「
ア
リ
ラ

ン
」
な
ど
を
披
露
し
た
。
観

客
は
「
衣
装
が
す
ご
く
き
れ

い
」
と
携
帯
電
話
内
蔵
の
カ

メ
ラ
を
向
け
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、韓
国
舞
踊「
ポ

ド
ル
フ
ェ
（
柳
会
）
」
＆
呂

英
華
韓
国
伝
統
芸
術
院
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
や
テ
コ
ン
ド
演

武
、
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
サ
ー

ト
、
韓
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。屋

内
で
は
韓
紙
伝
統
工
芸

や
メ
ド
ゥ
プ
（
組
み
ひ
も
）

の
イ
ベ
ン
ト
教
室
が
女
性
客

の
人
気
を
集
め
た
。
４０
代
の

日
本
人
女
性
（
名
古
屋
市
）

は
「
今
年
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
韓
国
の
文
化

に
触
れ
て
、
い
い
経
験
に
な

っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

女性客の人気を集めた屋内教室

２１
世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

民
団
滋
賀
本
部
が

会
館
前
で
出
迎
え

【
滋
賀
】
民
団
滋
賀
本
部

（
朴
鍾
文
団
長
）
は
２
日
、

同
会
館
前
で
第
６
次
「
２１
世

紀
の
朝
鮮
通
信
使

友
情
ウ

オ
ー
ク
」
の
一
行
６０
人
余
り

を
出
迎
え
た
。
民
団
か
ら
朴

団
長
と
李
広
和
石
山
支
部
支

団
長
、
婦
人
会
滋
賀
本
部
か

ら
も
金
泰
順
会
長
、
お
よ
び

ハ
ン
グ
ル
教
室
の
日
本
人
受

講
生
ら
合
わ
せ
て
１５
人
余
り

が
太
極
旗
の
小
旗
を
手
に
歓

迎
し
た
。

民
団
本
部
か
ら
金
一
封
、

そ
の
ほ
か
の
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
カ
ン
パ
を
持
ち
寄
っ
て

手
渡
し
た
。
ハ
ン
グ
ル
教
室

の
受
講
生
で
も
あ
る
原
田
孝

さ
ん
は
、
ウ
オ
ー
カ
ー
全
員

に
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
差
し
入

れ
し
た
。
一
行
は
韓
国
民
謡

「
ア
リ
ラ
ン
」
を
合
唱
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
。

一
行
は
こ
の
日
、
民
団
会

館
に
先
だ
っ
て
滋
賀
県
庁
に

三
日
月
大
造
知
事
を
表
敬
訪

問
し
た
。１０
日
以
降
は
愛
知
、

静
岡
を
経
由
し
て
２２
日
、
東

京
の
日
比
谷
公
園
に
到
着
の

予
定
。

民団宮城「文化教室」で指導する李さん（左）

一般市民を加え７０人で隊列を組んだ「朝鮮通信使隊」

韓
日
の
友
情
願
い

「
朝
鮮
通
信
使
隊
」

横
浜
市
内
パ
レ
ー
ド

【
神
奈
川
】
横
浜
港
の
開

港
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
第
６５
回
ザ
よ
こ
は
ま
パ
レ

ー
ド
」
（
国
際
仮
装
行
列
）

が
３
日
、
横
浜
市
内
で
行
わ

れ
た
。民
団
神
奈
川
本
部（
金

利
中
団
長
）
は
「
２
０
１
８

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成

功
と
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
日
韓
友

情
パ
レ
ー
ド
」と
題
し
て「
朝

鮮
通
信
使
隊
」を
編
成
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
団
員
と
青

年
会
員
の
ほ
か
公
募
の
一
般

市
民
も
加
わ
り
、
約
７０
人
が

隊
列
を
組
ん
で
市
内
の
目
抜

き
通
り
約
３
・
４

を
練
り

歩
い
た
。
色
鮮
や
か
な
韓
服

と
勇
壮
な
農
楽
の
演
奏
に
沿

道
の
観
衆
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

一
般
参
加
者
の
呼
び
か
け

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
。
青
年

会
員
も
友
達
に
参
加
を
促
す

な
ど
し
て
輪
が
広
が
っ
た
。

仙
台
で
セ
ミ
ナ
ー

民
団
東
北
地
協
が
主
催

【
宮
城
】
東
北
６
県
か
ら

関
係
者
１
０
０
人
が
一
堂
に

会
し
て
の
「
在
日
同
胞
セ
ミ

ナ
ー
及
び
韓
国
伝
統
文
化
公

演
」
（
民
団
東
北
地
方
協
議

会
主
催
）
が
４
月
２８
日
、
民

団
宮
城
本
部
会
館
で
行
わ
れ

た
。は

じ
め
に
東
北
学
院
大
学

工
学
部
環
境
建
設
工
学
科
の

李
相
勲
教
授
が
、
「
地
震
に

対
す
る
韓
日
の
認
識
の
ち
が

い
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
続

い
て
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
で
「
教
育
研

究
支
援
者
」
を
務
め
る
李
善

姫
さ
ん
が
「
日
本
と
韓
国
の

結
婚
移
民
と
多
文
化
」
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

こ
の
後
、
韓
国
国
楽
協
会

の
李
和
眞
仙
台
支
部
長
が

「
韓
国
伝
統
文
化
公
演
」
を

行
い
、
仙
台
で
の
本
格
的
な

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

３
機
関
長
決
ま
る

民
団
徳
島
本
部

【
徳
島
】
民
団
徳
島
本
部

（
姜
盛
文
団
長
）
は
４
月
２７

日
、
同
本
部
で
第
３
回
総
会

（
続
会
）
を
開
き
、
空
席
だ

っ
た
議
長
と
監
察
委
員
長
を

決
め
た
。
議
長
は
朴
鐘
淳

（
５５
）
、
監
察
委
員
長
は
金

性
佶
（
５３
）
の
各
氏
。

な
お
、
姜
団
長
に
つ
い
て

は
３
月
２６
日
の
総
会
で
再
選

が
決
ま
っ
て
い
た
。

姜
団
長
は
「
過
疎
地
に
あ

っ
て
人
材
と
団
費
収
入
の
不

足
と
い
う
課
題
は
役
員
み
ん

な
で
共
有
し
、
解
決
し
て
い

き
た
い
。
助
け
合
い
精
神
を

大
事
に
し
な
が
ら
奉
仕
の
心

を
忘
れ
ず
、
安
定
し
た
徳
島

民
団
を
め
ざ
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

姜盛文団長

巡
回
税
務
相
談

主
要
４
都
市
で

各
地
公
館
主
催

駐
日
韓
国
大
使
館
を
は
じ

め
各
地
公
館
が
韓
国
国
税
庁

か
ら
専
門
家
を
招
き
今
月
、

日
本
進
出
企
業
、
韓
国
商
工

関
係
者
、
在
日
同
胞
を
対
象

に
巡
回
税
務
説
明
会
を
開

く
。テ

ー
マ
１

は
韓
国
の
譲
渡

・
相
続
・
贈
与
税
。
韓
国
と

日
本
に
お
い
て
不
動
産
な
ど

で
発
生
す
る
財
産
諸
税
。
テ

ー
マ
２

は
Ｃ
Ｒ
Ｓ
（
共
通
報

告
基
準
）
に
基
づ
く
金
融
情

報
の
自
動
情
報
交
換
。
２
０

１
８
年
９
月
、
同
制
度
の
施

行
に
よ
り
予
想
さ
れ
る
税
務

上
の
問
題
に
つ
い
て
。

▽
民
団
神
奈
川
本
部

２３

日
１４
～
１５
時
半
▽
駐
福
岡
総

領
事
館

２４
日
１５
時
半
～
１７

時
▽
民
団
大
阪
本
部

２５
日

１５
～
１６
時
半
▽
大
使
館

２６

日
１３
時
半
～
１５
時

記
念
イ
ベ
ン
ト
で

オ
ペ
ラ
共
同
制
作

在日大韓ボウリング協など共催

駐名古屋総領事館主催

県内最大級韓日交流祭り

安
定
し
た
韓
日
関
係
を

在
日
同
胞

新
大
統
領
へ
の
期
待

在
日
の
直
言
必
要
な
と
き
も

共
存
共
生
の
ビ
ジ
ョ
ン
望
む

お
楽
し
み
満
載
「
在
日
オ
リ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」

韓
食
ネ
ッ
ト
、民
団
荒
川
と
コ
ラ
ボ

ボ ウ リ ン グ の 後 も
バーベキュー交流会

まるごと韓国満きつ

広島市姉妹都市提携２０周年大邱市

第２８６９号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年５月１０日（水曜日）（５）
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映 画 会 絵 画 展

展 示

目
を
覚
ま
す
と
、
波
の
音
が
聞
こ

え
た
。
窓
の
外
は
ま
だ
暗
い
。

「
こ
の
列
車
の
終
着
駅
、
正
東
津

駅
に
到
着
で
す
…
…
」

ソ
ウ
ル
か
ら
夜
行
で

車
内
放
送
に
促
さ
れ
、
眠
い
目
を

こ
す
っ
て
列
車
か
ら
降
り
る
。
ソ
ウ

ル
の
清
凉
里
駅
か
ら
、
夜
行
列
車
の

「
ム
グ
ン
フ
ァ
号
」に
揺
ら
れ
る
こ
と

約
５
時
間
。
今
は
、
朝
の
４
時
半
だ
。

こ
こ
は
、
江
原
道
江
陵
市
の
正
東
津

（
チ
ョ
ン
ド
ン
ジ
ン
）
駅
。
ホ
ー
ム
の

す
ぐ
下
は
砂
浜
で
、
韓
国
で
最
も
海

に
近
い
駅
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

駅
舎
の
前
に

は
、
今
日
の
日
の

出
時
刻
が
掲
示
さ

れ
て
い
る
。
韓
国
と
日
本
に
時
差
は

な
い
が
、
東
京
よ

り
も
西
に
あ
る
た

め
日
の
出
時
刻
は

遅
い
。
今
の
季
節

な
ら
、
５
時
１５
分

頃
だ
。
列
車
か
ら

降
り
た
乗
客
や
、

車
で
訪
れ
た
観
光

客
が
次
第
に
集
ま

り
、
ホ
ー
ム
や
砂

浜
な
ど
思
い
思
い

の
場
所
か
ら
日
の

出
を
待
つ
。
や
が
て
、
水
平
線
か
ら
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
朝
日
が
静
か
に
昇
っ

て
き
た
。

正
東
津
駅
は
、
前
回
紹
介
し
た
両

元
駅
と
同
じ
、
嶺
東
線
の
駅
だ
。
両

元
駅
付
近
で
は
太
白
山
脈
の
峡
谷
を

走
っ
て
い
た
嶺
東
線
も
、
こ
の
辺
り

で
は
海
岸
沿
い
を
走
る
。「
正
東
津
」

と
は
、
朝
鮮
時
代
の
王
宮
、
景
福
宮

の
光
化
門
か
ら
真
東
に
あ
る
海
岸
と

い
う
意
味
だ
。
１
９
６
２
年
、
嶺
東

線
の
全
通
と
同
時
に
開
業
し
、
駅
の

周
辺
に
は
、
江
陵
地
域
の
炭
鉱
で
働

く
労
働
者
な
ど
が
暮
ら
し
て
い
た
。

だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に

よ
っ
て
石
炭
産
業
が
衰
退
す
る
と
、

集
落
も
過
疎
化
。
１
９
９
６
年
に
は

旅
客
の
取
り
扱
い
を
中
止
し
、
廃
駅

寸
前
と
な
っ
た
。

「
日
の
出
時
刻
」掲
示

廃
駅
寸
前
の
危
機
を
迎
え
た
正
東

津
駅
を
救
っ
た
の
が
、
１
９
９
５
年

に
Ｓ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
放
送
さ
れ
た
ド
ラ

マ
「
砂
時
計
」
だ
。
最
高
視
聴
率
６４

・
５
％
を
記
録
し
た
大
ヒ
ッ
ト
作
品

で
、
舞
台
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
正
東

津
の
海
岸
に
、
全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が

押
し
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
ひ
な
び
た

集
落
に
過
ぎ
な
か
っ
た
正
東
津
は
一

躍
観
光
地
に
な
り
、
１
９
９
７
年
、

駅
に
は
再
び
列
車
が
停
車
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
毎
日
日
の
出
時
刻
が
掲

示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ

の
頃
か
ら
だ
。

そ
れ
か
ら
２０
年
。
今
で
は
駅
の
周

囲
に
カ
フ
ェ
や
食
堂
、
宿
泊
施
設
な

ど
が
整
備
さ
れ
、
す
っ
か
り
江
陵
を

代
表
す
る
観
光
地
に
成
長
し
た
。
毎

年
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
は
、

初
日
の
出
を
見
よ
う
と
す
る
人
で
、

足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
の
混
雑
と

な
る
。
山
の
上
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
形
を
し
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
も
そ
び

え
、
か
つ
て
の

の
ど
か
な
景
色

を
知
る
者
と
し

て
は
、
少
し
寂

し
い
。

だ
が
、
そ
ん

な
正
東
津
駅
に

は
、
今
も
昔
な

が
ら
の
夜
行
列

車
が
発
着
し
て

い
る
。
清
凉
里

２３
時
２５
分
発
の

「
ム
グ
ン
フ
ァ

１
６

４

１

列

車
」
は
、
正
東
津
駅
に
早
朝
４
時
２８

分
に
到
着
。
座
席
で
過
ご
す
一
夜
は

ち
ょ
っ
と
窮
屈
か
も
し
れ
な
い
が
、

昔
は
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
洗

面
所
で
顔
を
洗
っ
て
、
砂
浜
に
降
り

れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
水
平
線
が
白
ん
で

く
る
頃
。朝
日
を
見
れ
ば
、夜
汽
車
の

疲
れ
な
ど
吹
き
飛
ぶ
に
違
い
な
い
。

２
０
１
７
年
５
月
現
在
、
嶺
東
線

の
終
着
駅
・
江
陵
で
は
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
高
速
鉄
道
の
建
設

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
正
東
津
が

暫
定
の
終
着
駅
だ
。
こ
の
年
末
に
は

ソ
ウ
ル
～
江
陵
間
は
２
時
間
弱
で
結

ば
れ
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
「
海

列
車
」
も
接
続
す
る
な
ど
、
正
東
津

駅
は
今
よ
り
も
ず
っ
と
訪
れ
や
す
く

な
る
。

一
方
で
、
夜
行
「
ム
グ
ン
フ
ァ
」

は
、
車
両
の
老
朽
化
も
あ
り
い
つ
ま

で
運
行
さ
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

「
日
の
出
に
逢
い
に
行
く
夜
汽
車
の

旅
」を
味
わ
う
な
ら
、
今
の
う
ち
だ
。

（
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
）

ホームのすぐ下は砂浜。ソウル
から列車一本で行ける

１１
年
９
月
、
東
京
の
日
本

橋
劇
場
と
大
阪
の
山
本
能
楽

堂
で
、
卞
仁
子
さ
ん
の
還
暦

記
念
公
演
「
光
風
霽
月
」
が

開
か
れ
た
。「
扇
の
舞
」「
杖

鼓
舞
」
な
ど
７
つ
の
演
目
で

「
サ
ル
プ
リ
舞
」に
は
深
い
思

い
を
寄
せ
る
。８０
年
代
後
半
、

重
要
無
形
文
化
財
第
９７
号

「
サ
ル
プ
リ
舞
」保
有
者
で
あ

る
李
梅
芳
さ
ん
に
師
事
し
、

最
初
に
教
わ
っ
た
作
品
だ
。

「
サ
ル
プ
リ
」
は
、
払
う

こ
と
の
で
き
な
い
恨（
ハ
ン
）

を
解
き
、
魂
を
浄
化
さ
せ
る

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
絡
み

合
っ
た
喜
怒
哀
楽
の
感
情

を
、
踊
り
手
は
自
身
の
生
き

ざ
ま
と
合
わ
せ
て
、
内
面
の

世
界
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
「
私
な
り
の
踊
り

と
は
何
か
」
。
毎
日
、
問
答

を
繰
り
返
し
た
。

あ
る
日
、
李
梅
芳
さ
ん
か

ら
「
踊
り
の
本
質
を
悟
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘

さ
れ
た
。
以
来
、
鍛
錬
を
積

み
な
が
ら
、
独
自
の
世
界
を

創
り
上
げ
た
。

卞
さ
ん
は
、
１０
歳
か
ら
韓

国
伝
統
舞
踊
を
習
い
始
め

た
。
チ
ャ
ン
ゴ
は
大
阪
の
西

成
民
団
支
部
が
開
講
し
て
い

た
舞
踊
と
チ
ャ
ン
ゴ
教
室
に

顔
を
出
し
、
手
作
り
の
バ
チ

を
使
っ
て
叩
き
方
な
ど
を
覚

え
た
と
い
う
。

大
学
進
学
の
際
、
舞
踊
留

学
を
目
指
す
が
、
親
に
反
対

さ
れ
た
。梅
花
女
子
大
学（
大

阪
・
茨
木
）
入
学
後
、
舞
踊

を
習
う
場
所
は
な
く
、
一
人

悶
々
と
し
た
。同
大
卒
業
後
、

解
放
前
に
朝
鮮
・
日
本
、
欧

米
な
ど
の
舞
台
で
活
躍
し
た

舞
踊
家
、
崔
承
喜
の
愛
弟
子

だ
っ
た
金
白
峰
さ
ん
の
元
を

訪
ね
た
。
指
導
は
伝
授
助
教

が
行
っ
た
。

「
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
こ

こ
で
始
ま
り
か
終
わ
り
か
と

真
剣
に
悩
ん
だ
」
。
帰
日
当

日
、
金
白
峰
さ
ん
が
背
中
を

叩
き
な
が
ら
「
『
ま
た
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
』
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
」。

そ
の
後
、
親
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
、
７６
年
か
ら
１
年

半
の
舞
踊
留
学
を
果
た
す
。

舞
踊
は
金
白
峰
さ
ん
に
、
チ

ャ
ン
ゴ
は
李
正
範
さ
ん
、
金

容
培
さ
ん
な
ど
に
師
事
し
、

磨
き
を
か
け
た
。

当
時
、
日
本
で
は
韓
国
伝

統
舞
踊
を
教
え
る
人
は
い
な

か
っ
た
と
話
す
。
卞
さ
ん
が

母
校
の
金
剛
学
園
で
、
中
学

生
か
ら
教
え
た
の
も
同
じ
理

由
か
ら
だ
。

公
の
場
で
教
え
始
め
た
の

は
７８
年
、
関
西
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
韓
国
舞
踊
と
チ
ャ
ン
ゴ

教
室
を
創
設
し
て
か
ら
。
８４

年
に
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
チ
ャ
ン
ゴ
教
室
を
開
い

た
。自
分
の
役
割
と
し
て
、ま

た
民
族
教
育
と
し
て
教
え
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

韓
国
で
踊
る
と
い
う
夢
が

叶
っ
た
の
は
１０
年
８
月
、
ソ

ウ
ル
の
韓
国
文
化
の
家
（
Ｋ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
）
で
開
か
れ
た
、
韓

国
文
化
財
団
保
護
財
団
主
催

の
公
演
「
パ
ン
ク
ッ
」
だ
。

チ
ャ
ン
ダ
ン
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
、
チ
ャ
ン
ゴ
を
肩
に
か

け
て
軽
快
に
踊
る
卞
さ
ん
の

「
杖
鼓
舞
」
は
、
力
強
さ
と

し
な
や
か
さ
を
併
せ
持
つ
。

企
画
・
演
出
の
陳
玉
燮
さ

ん
か
ら
「
韓
国
で
も
杖
鼓
舞

を
踊
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る

け
れ
ど
も
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の

踊
り
で
」
と
誘
わ
れ
、
昨
年

ま
で
連
続
３
回
出
演
し
た
。

「
女
舞
」
の
公
演
で
は
、

「
年
を
重
ね
る
と
内
に
秘
め

た
味
が
出
て
く
る
」
と
い
う

「
サ
ル
プ
リ
舞
」
を
踊
る
。

韓
国
の
一
流
楽
士
た
ち
の
演

奏
や
サ
ム
ル
ノ
リ
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
踊
る
演
目
も
楽
し

み
だ
。
出
演
者
に
は
「
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
楽
し
く
や
ろ

う
。
そ
う
い
う
気
持
ち
は
舞

台
に
も
出
る
」
と
声
を
か
け

て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
い
い
踊
り

を
し
た
い
」
。
卞
さ
ん
の
変

わ
ら
ぬ
思
い
だ
。

韓
国
伝
統
舞
踊
公
演
「
女

舞
」
１７
時
開
演
。
前
売
り
５

０
０
０
円
、
当
日
５
５
０
０

円
。
チ
ケ
ッ
ト
問
い
合
わ
せ

は
関
口
（
０
８
０
・
５
１
９

６
・
７
９
８
８
）。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
女
舞
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を

読
者
ペ
ア
２
組
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
応
募
者
名
前
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒

１
０
６
―
８
５
８
５

東
京

都
港
区
南
麻
布
１
―
７
―
３２

民
団
新
聞
社
「
女
舞
チ
ケ

ッ
ト
」
係
。
１７
日
必
着
。
当

選
者
に
郵
送
。

在
日
韓
国
人
２
世
の
舞
踊
家
、
卞
仁
子
さ
ん
は
舞
踊
活
動
と
平
行
し
て
後
進
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
１
９
７
８
年
、
関
西
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ（
大
阪
・
東
成
区
）

に
韓
国
舞
踊
と
チ
ャ
ン
ゴ
教
室
を
、
８４
年
に
は
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
東
京
・
千

代
田
区
）
に
チ
ャ
ン
ゴ
教
室
を
創
設
し
、
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
講
師
歴
は
今
年
で

４０
年
に
な
る
。
今
月
２７
日
、
東
京
・
中
野
区
の
梅
若
能
楽
堂
で
開
か
れ
る
、
韓
国
伝

統
舞
踊
公
演
「
女
舞
（
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
）」
に
弟
子
ら
と
共
に
出
演
す
る
。

在日本韓国ＹＭＣＡのチャンゴ教室
で指導する卞仁子さん

開業以来の駅舎はギャラリーに。日の出時刻も
掲示されている

東
京
・
新
宿
区
の
高
麗
博

物
館
（
新
井
勝
紘
館
長
）
の

企
画
展
示
「
有
田
焼
４
０
０

年
望
郷
と
同
化
の
は
ざ
ま
で

―
朝
鮮
被
虜
人
の
生
活
と
文

化
」
が
、
８
月
２７
日
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

同
展
は
、
２
０
１
５
年
８

月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
開
か

れ
た
企
画
展
示
「
４
０
０
年

前
の
朝
鮮
侵
略
―
文
禄
・
慶

長
の
役
の
つ
め
痕
と
文
化
的

影
響
」
に
続
く
第
２
弾
。

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
壬
辰
・

丁
酉
倭
乱
（
文
禄
・
慶
長
の

役
）
の
際
、
朝
鮮
被
虜
人
が

韓
半
島
か
ら
ど
の
よ
う
に
日

本
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
日
本

社
会
に
定
着
し
て
生
き
た
か

に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
な
ど
の

資
料
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

展
示
は
「
壬
辰
・
丁
酉
倭

乱
」「『
被
虜
人
』
の
軌
跡
」

「
被
虜
人
の
生
と
苦
難
」「
有

田
焼
の
創
業
と
発
展
」
「
望

郷
と
同
化
の
は
ざ
ま
で
」
の

５
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
の
黒
髪
山
を
中
心
に

多
く
の
陶
工
集
落
が
形
成
さ

れ
た
。「『
被
虜
人
』軌
跡
―
被

虜
人
と
な
り
難
民
に
」で
は
、

黒
髪
山
遠
景
の
写
真
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
同
山
の
谷
間

に
有
田
が
あ
る
。

当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知

る
う
え
で
参
考
に
な
る
の

が
、
２
０
１
４
年
に
考
古
学

者
の
久
村
貞
男
さ
ん
か
ら
依

頼
さ
れ
て
、
画
家
の
大
石
博

さ
ん
が
描
い
た
想
像
図
「
二

川
内
皿
の
陶
工
集
落
」。「
皿
」

は
窯
を
意
味
す
る
。
陶
磁
器

を
焼
く
た
め
に
水
は
欠
か
せ

な
い
。
川
や
水
田
、
焼
き
物

を
運
ぶ
た
め
の
石
橋
が
あ

り
、
山
の
麓
に
は
登
り
窯
も

あ
る
。
畑
や
水
田
で
働
く
女

性
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。

有
田
焼
陶
祖
の
李
参
平
と

共
働
し
て
有
田
焼
の
始
祖
と

な
っ
た
朝
鮮
人
女
性
で
、
有

田
の
報
恩
寺
脇
共
同
墓
地
に

あ
る
「
百
婆
仙
」
の
墓
碑
を

は
じ
め
、
朱
子
学
を
伝
え
た

姜
�
な
ど
、
日
本
各
地
に
存

在
す
る
被
虜
人
の
痕
跡
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
。

資
料
は
パ
ネ
ル
３２
点
の
ほ

か
、関
連
書
籍
な
ど
約
３０
点
。

１２
～
１７
時
開
館
。
月
・
火
曜

休
館
。
入
館
料
大
人
４
０
０

円
、
中
高
生
２
０
０
円
。
問

い
合
わ
せ
は
同
館
（
０
３
・

５
２
７
２
・
３
５
１
０
）。

「朝鮮の衣装」１９６４年作

在
日
同
胞
画
家
、
呉
炳
学

さ
ん
（
９３
）
の
個
展
が
１６
日

か
ら
２７
日
ま
で
、
東
京
・
銀

座
の
藤
屋
画
廊
で
開
か
れ

る
。１

９
２
４
年
平
安
南
道
生

ま
れ
の
呉
さ
ん
は
、
平
壌
商

業
卒
業
後
、４２
年
に
来
日
し
、

東
京
美
術
学
校
（
現
、
東
京

芸
大
）
に
学
ぶ
が
、
２
年
で

中
退
。
独
学
で
セ
ザ
ン
ヌ
、

ゴ
ッ
ホ
、
ピ
カ
ソ
な
ど
の
画

集
か
ら
学
び
、
特
定
の
会
派

に
も
属
さ
ず
、
独
自
の
画
風

を
生
み
出
し
た
。

同
展
で
は
、
５０
年
代
か
ら

始
ま
っ
た
伝
統
衣
装
や
舞
踊

の
連
作
な
ど
初
期
の
作
品
か

ら
、
白
磁
や
陶
磁
器
、
仮
面
、

人
体
な
ど
の
作
品
５０
点
を
展

示
す
る
。

１２
～
１９
時
開
廊
（
最
終
日

１７
時
ま
で
）
。
作
家
在
廊
は

未
定
。
当
日
、
画
廊
に
確
認

の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
は
藤
屋
画
廊

（
０
３
・
３
５
６
４
・
１
３

６
１
）。

韓
国
で
大
人
気
の
デ
リ
シ

ャ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｂ

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｐ
」
（
写
真
）
が
６

月
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
の

５
会
場
で
上
演
さ
れ
る
。

同
公
演
は
、
言
葉
に
頼
ら

な
い
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
。
総
監
督
は
世
界

で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
」
の
演
出
家
、
チ
ェ
・

チ
ョ
ル
ギ
。

舞
台
は
と
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
の
厨
房
。
自
分
の
腕
が
最

高
だ
と
信
じ
る
マ
ス
タ
ー
シ

ェ
フ
２
人
が
、
寿
司
、
ピ
ザ
、

チ
キ
ン
ヌ
ー
ド
ル
な
ど
、

次
々
と
オ
ー
ダ
ー
さ
れ
る
世

界
の
料
理
を
競
い
合
い
な
が

ら
作
り
上
げ
る
。

ダ
ン
ス
に
ア
カ
ペ
ラ
、
ア

ク
ロ
バ
ッ
ト
、
つ
い
に
は
カ

ン
フ
ー
ま
で
飛
び
出
し
、
厨

房
は
て
ん
や
わ
ん
や
の
大
騒

ぎ
と
な
る
。
老
若
男
女
が
楽

し
め
る
コ
メ
デ
ィ
ー
が
満
載

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

・
シ
ョ
ー
。

▽
６
月
２３
日
１８
時
３０
分
／

岐
阜
市
民
会
館
▽
２４
日
１５
時

／
一
宮
市
民
会
館
▽
２５
日
１５

時
／
ア
イ
プ
ラ
ザ
豊
橋
▽
２７

日
１８
時
３０
分
／
四
日
市
市
文

化
会
館
第
１
ホ
ー
ル
▽
２８
日

１８
時
３０
分
／
日
本
特
殊
陶
業

市
民
会
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー

ル
。入

場
料
金
Ｓ
席
６
０
０
０

円
、
Ａ
席
５
５
０
０
円
。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
（
０
５
７
０
・
０
２
・
９

９
９
９
）
Ｐ
コ
ー
ド
�
４
５

６
―
６
７
３
、
栄
プ
レ
チ
ケ

９２
（
０
５
２
・
９
５
３
・
０

７
７
７
）。

問
い
合
わ
せ
は
Ｍ
Ｉ
Ｎ
―

Ｏ
Ｎ
中
部
セ
ン
タ
ー
（
０
５

２
・
９
５
１
・
５
３
９
１
）。

◆韓国映画の次世代を担う若手
俳優作品特集

２６日。韓国文化院ハンマダン
ホール（東京・新宿区）。１５時
（昼の部）、１９時（夜の部）。夜
の部は同院ホームページ「イベ
ント応募コーナー」から事前申
し込み。定員各３００人。５月１６
日締切。当選者に１８日までに確
認書をメールする。昼の部は当
日先着順。

ハン・ジュニ監督の「コイン
ロッカーの女」上映。地下鉄の
コインロッカー１０番に、へその
緒がついたまま捨てられた赤ん
坊はイリョンと名づけられ、仁
川のチャイナタウンを支配し、
裏稼業の人間たちから「母さん」
と呼ばれる女に育てられる。出
演はキム・ヘス、キム・ゴウン
ほか。 問い合わせは同院（０３
・３３５７・５９７０）。
◆ショートショートフィルムフ
ェスティバル＆アジア２０１７

６月１日～２５日。〈東京〉表
参道ヒルズスペースオー、ラフ
ォーレミュージアム原宿など５

会場〈横浜〉ブリリアショート
ショートシアター。

世界１４０を超える国と地域か
ら約９０００本の作品応募があり、
厳選された約２５０作品を上映。
韓国作品は１１本。

〈アシアナ国際短編映画祭プ
ログラム〉「からっぽの部屋」（韓
国・フランス）、「１キログラム」
「無限ループ」「おうちごはん」
「フライ・トゥ・ザ・スカイ」

〈アジアインターナショナル
プログラム〉「Frame in Love」（写
真）、「バーゲン」「偉大なる遺
産」「ヒッチハイク」「ハン」（シ
ンガポール・韓国）

〈ＣＧア
ニメーショ
ンプログラ
ム〉「グリ
ーン・ライ
ト」（シン
ガポール・
韓国）。

詳細はオ
フィシャル
サイト（ht
tp : //www.s
hortshorts. o
rg/）。

◆日韓洋画家交流展
１５日。大阪韓国文化院ミリネ

ギャラリー（北区）。１０～１８時。
無料。開幕式１６日１６時から。

「こころの風景」にテーマに
した作品約３０点を展示。開幕式
には出展作家たちが出席する。

問い合わせは同院（０６・６２９２・
８７６０）。

◆「もてなしの心―江戸時代の
饗応」

７月３日まで。松濤園・朝鮮
通信使資料館御馳走一番館（広
島・呉市）。

同展では朝鮮通信使の饗応に
焦点をあて、江戸時代のおもて
なしの様子を紹介する。

同時開催の「花の彩り」（同
園・陶磁館）では、伊万里を飾
った花々を紹介する。

９～１７時開館。毎週火曜日休
館。入館料一般８００円ほか。
問い合わせは同園（０９２３・６５・
２９００）。

嶺東線 正東津２
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